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新 入 生 を 迎 え て

入学 者選抜 の難関 を突破 し、本学 に入学 された皆

さん、ご 入学 おめで とうござい ます。私 ども本学教

職 員は心か ら歓迎 いた します。

医療にかかわ って、病 に苫 しむ人たちのために役

に立ちたい とい う高い志 をもって医師や看護 師の道

を選ばれた皆 さんに深 く敬意 を表 します とともに、

今後 ともその志 を忘れず、 自分 自身を切磋琢磨 して

いかれる ことを心 か ら願 っています。

この旭川医科大学は昭和48年 に設立 され、今年 で

創立33年 を迎 えます。まだまだ若い医科 人学 ですが、

すでに医学科では2913名 の医学1:が 巣立ち、平成8

年 に設 置 され た看護学 科 か らも465名 の 看護学 上が

世の中に出てい ます。 これ らの ノ∫々の 多 くは第一線

の医療の現場や保健 行政 の場 で活躍 されてい ます。

また医学 ・看護学 教育の場 で活躍 されている方 々も

多数お られ ます。

また旭川医科大学 は'F成16年4月 か ら国立大学法

人 として気持ち も新たに再 出発 を し、 今まで に増 し

て優れた 人材を養成 、輩 出 したい と考 え、大学の教

育理念 もよ り分か りやす くしま した。

その理念 とは 「豊 かな人間性 と幅広い学問的視野

を有 し、生命の尊厳 と高い倫理観 を持ち、高度な知

識 ・技術 を身 につ けた医療 人及び研 究 者を育成 す

る。

また、地域医療 に根 ざ した医療 ・福Fdの 向上 に頁

献する医療者 を育て る。 さらに、教育、研究、医療

活動 を通 じて国際社会の 発展 に寄{匠す る医師及び看

護職 者の養成 に努め る」 というものです。

これ らの理念 を達成す るため、次の ような六つの

目標 を掲 げてい ます。

第 ・に幅広 い教養 とモ ラルを養 うことに より、豊

かな 人間性 を形成す るこ と

第=と して生命の尊厳 と医の倫理をわ きまえる能

力を養い、病 める人を思い遣 る心 を育て ること

第三 には全人的 な医療 人能力や高度 な専門知識 を

得 る とともに、生涯 に亘 る学習 ・研究能 刀を身 につ

け ること

第四 として幅広 い コ ミュニ ケー シ ョン能 力を持

ち、安全管理 ・チーム医療 を実践 する資質 を身 につ

旭川医科大学長 八 竹 直

けるこ と

第五 には地域 ・僻地住民の医療や福祉を理解 し、

それ らに十分貞献 しうる意欲 と能 力を獲得 するこ と

第 六には積極的な国際交流や国際貢献 のための幅

広 い視野 と能 力を習得す るこ ととしています。

これ らの 日標 を達成す るため に、医学科、 看護学

科 ともに色 々なカ リキ ュラム改 革をTJな い、よ り実

践的 な教育を行 っています。 これに よって医学科で

は6年 の問に高度先進医療 を理解 し、 さらにその知

識 を発展 させ る高度 な専門教育 を行 う一 方、社会か

ら求め られて い る 「あ りふれた疾 患 を きちん と診

断 ・治療 し、緊急事態 に対処で きる医師」 にな る教

育を行 ってい ます。 また 目まぐるし く進歩 発展す る

医学 に対応 するため生涯 にわた って、 自主的 に学 び

続け る習慣 を身 につけ る問題解決型 の学習 方法を会

得 していただ きます。

4年 間の看護学科の教育において も改 革によ り看

護専 門職 として現在の医学の進歩を理解 しつつ、そ

れに 合った高いレベルの看護 の質 を維持 しつづける

学習 を していただ きます。

この ような教育改 革に よ り、色々な1二夫を しまし

て も、 人学の授業時間内で学 べる部分は医学 ・看護

学 のほんの ・部にしか過 ぎません。 その棚野に広 が

る 多くの知識は 自 ら学 び とらなければな りません。

さ らに医療著 としては、人間 としての在 りノ」や牛

き方 に関 して深 く考え、 自分自身の 人間捌 を高める

と共に他 人に対 し深い思いや りの心 を持つ ことが要

求 され ます。 このためには大学生活の間に、 多くの

人との 交わ り、広い範 囲の読 書や社会活動 等を通 し

て、広 く深 い教養 を身 につけ、 さまざまな学識や経

験 を生 かした 多面的な ものの 見 ノ∫がで きるように 見

識 と品格 を培 うことが必要 にな ります。

この春か ら、以 卜申 しあげて きた こ とが らを心 に

留めて、心 と知識 と技能 を大 いに磨 き、素1庸らしい

医療 人 とLて 大 成 され ます こ とを祈 念 し皆様 を迎 え

る百葉 といた します。
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医学科新入生の皆さんへ

医学科新入生の皆さん、入学おめで とう。

私が皆さんの学年担当です。「学年担当」 という

仕事は、一口でいえば、旭川における皆さんの"親

代わり"と いうことです。勉学のこと健康のことな

ど、困ったことがあったら何で も遠慮な く相談に来

て ください。もちろん親代わりですから、成績の悪

いときや怠惰な生活を送 っているときなどには厳 し

く叱責することもあ りますが、私を信頼して説教に

耳を傾けてください。

さて、皆さんはいろいろな経緯があってこの大学

を受験 し、入学することになり、いろいろな思いを

もちながら講義室に座 っていることでしょう。それ

らの思いのいくつかに対 して私なりのア ドバイスを

したいと思います。

1.念 願の医学部に合格できたのだから一生懸命

勉強して一人前の医師になるぞと思っている人へ:

私から言うは何もあ りません。 しっか り頑張って く

ださい。

2.偏 差値のレベルがこの大学に合っていたので

受験したら合格 したが、将来のことはあまり考えて

いない という人へ:も う箕は投げられたのです。一

刻 も早 く医師になろうとい う覚悟を決めて くださ

い。強い決意のもとにコツコツ努力する人こそが大

きく成長するのです。多少の頭の良し悪しは問題で

はあ りません。決意をもって積極的に講義を聞 く人

と、いい加減に過ごす人とでは1年 後に大きな差が

つきます。ウサギ とカメの寓話のように、入学試験

での成績は下だったのに卒業の時には トップクラス

の成績になっていた という人、その逆の人、両方を

私はこの30年 間にたくさん見てきました。

これから1年 間真剣に勉強し、医師になるという

ことを真剣に考えた末に、どうしても医師 という職

業が自分に合わない(音 楽家とか弁護士 とか別の職

業に就きたい)と思った時には相談に来てください。

早いうちに決心 して退学 ・方向転換 した方が傷が小

さ くて済みます。親が薦めるからとか、親が病院を

経営しているからという周囲の事情で自分の進路を

医学科第1学年担当 上 口 勇 次 郎

決めないで ください。誰の人生でもない、 自分 自身

の人生なのです。

3.追 加合格でやっと入学できたが、この大学の

勉強についていけるかどうかと心配している人へ:

今の入試の合格、不合格は1点 刻みの紙一重です。

たまたまある科 目の問題1つ を解けたか解けなかっ

たかが運命を分けているのです。合格群 と不合格上

位群の間で学力の差はほとんどありません。やる気

さえあれば何の心配もあ りません。

4.も っと格上の(偏 差値ラソクの高い)大 学に

合格できるはずだったのに、たまたまセソター試験

で失敗 したので、ランクを落としてこの二流大学に

来てしまった と思っている人へ:皆 さんはまだ知ら

ないで しょうが、この大学にも世界に名の通った立

派な先生方が大勢いらっしゃいます。受験産業が受

験生の偏差値で序列化した一流、三流の格付けなど

大 したことではあ りません。私自身も外国へ留学し

てみて分かったのですが、世界の舞台では旭川医大

も札幌医大 も北大もまった く区別のつかない人が大

部分なのです。大学の名前でその人物を評価するの

ではなくて、その人物の能力をみて出身大学を評価

するのです。大学のnamevalueに すがるばかりで

中味のない人はた とえ東大にいても三流なのです。

まずは自分 自身の実力を蓄えることに専念して くだ

さい。いずれ世界に羽ばた く機会は必ずやって来る

はずです。

5.大 学合格で勉強の 目的を失い、ポーッとして

いる人へ:入 試 という一つのハー ドルを超えた現在

は、進級、卒業、医師国家試験へと続 くより高い数

々のハー ドルへの出発点で もあ り、 もうすでにス

ター トは切 られているのです。早 く将来の目標を見

定め、勉学、クラブ活動など日々の生活をその道の

りの1ス テップとして位置づけて ください。

皆さんが本学の6年 間で大きく成長してい くこと

を期待 しています。

(生物学 教授)

一3一
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看護学科新入生を迎えて

看護学科1学 年担当 岩 元 屯糸

礪 攣阜

新緑 には まだ早 い旭川ですが、新 入牛の 諸君の元

気な笑顔 を 見る と、 ・足 先に春 が来た ように感 じら

れますOあ らためて、ご 人学 おめで とうございます。

さて、 見事 に人学 を果た された皆 さんにお祝いの

言葉 をかけ る と同時に、学fr担 当の教師 とし.て、少

しば か りお話 をしたい と思い ます。

旭 川旺クミ不こト人二学 看雨蓬学不:卜Gよ平b～～二8'f・(ノ)倉ll.11f}と甲(「-」'カ」

ら、今年で、10年 び)節目を過 ぎ、ll年 日に人 りまし

たO大 学がその陣'Crを整 えるに10年 はかかる といわ

れ ますので、 ようや く形 が整って きた ところですu

人学では、 さまざまな授 業が行われ、場 合によって

は高校の授k_り も随 分そ一弱1一ないような印 象をう

けて、び一,くりするか も1、れ ません ね。少 しず'り馴

れてい きますか ら、あ まり心配 しな いで くだ さい。

ところで、本校 教育の ゴー一ルの ・つは、地域に貢献

で きる ような優 秀な 石護師や医師 を養成す ることと

な っていますが、 もう少 し控 えめに ゴー1レ設定 をや

りなおす と、卒業 した後で きちん とした社会 人、あ

るいは、ま じめな市 ノ←の ・市民 にな ることがで きれ

ば、それで十 分だ と思 います。その ような者が、立

派な 石護 師であ り、1/.派な医師なのです。 徒に優秀

さをllざ す よりも、コツコ・ソと努 刀を怠 らない 人で

あ ってほ しい と思 い ます、,ただ し、専門的 な スキル

を身につけているこ とが必要 条件 とな りよすが。

最初 に、看護 を学ぶ こ とについてお話 ししまし.」.

う。皆 さんがよ く目にす るように、家 のなかでは、

お母 さん が子どもたr,へ の看護 をいつ も怠 りな く行

っています。 この ように、看護 はすべての 人がfう

行為ですが、看護 師は独立 し.た噂門職 です。その 専

門性 を特 徴付けているのが一 体何 であるかを皆 さん

は これか ら学 んでい くのです。外 か らみた 行為は よ

く似てい るのですが、専門家 の行うこ とは少 し違 う

のです。 この小 しの(場 合に よつて は 左きな)違 い

を学ぶ こ とは、 きっ と皆 さんの喜び となるこ とで し.

よう。な ぜな ら、 一見小 さく見える心配 りが、 人き

な結 果の違い とな って表 れる事 を皆 さんは経験 す る

か らです、、また、皆 さんは、看護 を学ぶ こ との第一

歩であ る 「よ く看 る1こ とが具体的 に 「との ように

見 る1こ と な の か を 教 わ り ま す 。 こ れ も 、 随 分 い ろ

ん な 局 面 で 皆 さ ん を 助 け る こ とに な り ま 　・髭り 観 察 な

ど とい う と 少 し 人袈 裟 で す が 、 注 意 探 く物 串 を 見 る

こ との コ ツ を 教 え ら れ ま す 。 こ の 「観 察1を 一一一,{で

百 う と 、 問 題 点 を 心 に 浮 か へ な が ら 観 察 す る の で す

が 、 そ の 問 題 点 を キ チ ン と把 握 す る た め の'1;11識を最

初 に 習 得 す る 必 要 が あ り ま す 。 た だ し.、心 に 曇 りが

あ 一)た り、 何 か 先 人 観 に 捉 わ れ た りLて い る と 、 観

察 が 不完 全 な もの に な る こ とが あ り ま す 、,し た か っ

て 、 ・生 を か け て も な か な か 完 壁 な 観 察 は 蜘Lい も

の な の て すQ

!'J,L、 〆」・弊frしし㍉i舌Zよこ 才1く・し㌧し・ら二し'(、f愛'rdよ メく

学 生 活 に つ い て 、 す こ し ア ドバ イ ス を1畢;いて お き 皮

す 。 人.!と い う と こ ろ は 、 イ・思1議 な と こ ろ'(='4-。 時

間 の 流 れ 方 や 人 と 人 の 関 係 性 が ・般 の 社 会 と は 小 し

異 オよ一)一(㌔・;主すuj易 合1こ 」二つ 一(、'Cれ カ㌧kカ ・っ 六二り

悪 か ・・た り し ま すU濃lf・ な 人間 関 係 が あ る ・方 で 、

随 分 醒 め た 関 係 も あi)よ す 、,友 情 もあ り ま す か 、 憎

しみ や 嫉 妬 も あ り ま す 。 無 軌 道 な 名凸も い ま す し 、 真

面 目な 者 も い ま す 。 ・見 す る と、 ・般 の 社 会 の 縮1'xl

み た い な 部 分 も あ り ま す が 、 根 木II勺に 異 な ・,てい る

の は 、 大学 で は 、 多 くの 数 の 人 間 か 、 人 を よ く理 解

Lよ う と努 め る 姿 勢 を 保 っ て い る こ と で すOこ れ か

r)0)人.1 .0)、1ゴ0)「瞬 間 とrヒ車交L-(も 、i・学さ/しひ二文」し一(

受 容 的 な 熊 度 を と っ て く れ る 人 が こ れ ほ ど た く さん

い る 環 境 で 生 活 す る こ と は な い で し ょ う。皆 さ ん は 、

白 分 に つ い て 語 り 、ま た 、人 の 物 語 に 耳 々 傾 け ま す ∩

こ び)よ う な 素 晴 ら し.い時 を 過 ご す こ と に 感 謝 し.、 左

い{こ語 り 合㌧・て 欲 し い もび)だ と思 い ま す 。

最 後 に 、 大 切 な こ と を 一 つ 話Lて 起 き ま よ、,体 の

変 調 は す ぐ に 気 が つ くの で す が 、 心 の 変 調 は な か な

カ・寸幽ぐ に1よ 分 力、ら な し・こ とカ～あ りま 一よo若 し・・う+、`よ

過 性 の 心 の 変 調 が 起 こ りや す い の で す が 、 友 人 が

周 囲 に い な い と 発 見が 遅 れ る こ と が あ り ま す 。 朝 、

学 校 にIKて い な い 、 あ る い は 、 最 近 め っ き り付 き 合

い が 悪 くな っ た な ど 、 人 間 関 係 や 生 活 態 度 に 急 な 変

調 を 来 た し た 友 人 が い た ら 、 で き る だ け 早 め に 知 ら

せ て くだ さ い 。(石 護 学 科 教 授)

1
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医学科第6学 年 朝 羽 瞳

新入生のみなさん、ご入学おめ

で とうございます。大学生活には

い くぶんか慣れてきたで しょうか。

私は今年、大学生活最後の一年を

迎え、大学生活を振 り返 る機会も

多くな りました。5年 目か ら始 ま

る病院実習に出て、身をもって感

じたことは、患者様 とのコミュニケーショソの大切

さです。特に話をゆっくり聞 くことが大切だ と感じ

ています。患者様 との信頼関係を築 くためには、豊

富な知識を持ち合わせることも大事ですが、それと

同じくらい医師の人間性も重要であり、患者様 と接

していると、自分の人間性 が試され る気がして、

「自分はなんて小さい人間なんだろう」 と痛感する

こともしばしばあ ります。

そして人間性を培 うには、やはり人 と交流するほ

か手段はな く、そういう意味でこれからの学生生活

をいかに過ごしていくかは自分自身にかかって くる

と思います。私は部活やアルバイ トでの経験で、様

々な人から刺激を受けました。部活では、縦 と横の

つながりの中で社会性を育むことができましたし、

皆で一つの ことに打ち込み、感動を分かち合えるの

も学生ならではの経験だ と思います。時には熱い議

論をしたりして、相手 と意見がぶつかることもあり

ましたが、そんな時こそ自分自身が見えて くること

も多かったです。また病院実習では様々な年代の患

者さんと接するわけですから、学外でのアルバイト

での経験 も非常に役に立ちました。病院実習が始ま

るまでは、比較的ゆ とりがあると思うので、その期

間にいろいろなことにチャレンジし、吸収するのも

よいかと思います。振 り返ると無駄に過ごしてしま

った時間や もっと勉強しておけばよかったなどの反

省点はありますが、個人的には失敗や後悔 も人生の

肥料にしていけばいいのではないか と考えていま

す。その時その時に必要だ と思ったことを一つひと

つ積みかさね、具体的に行動 していった結果、皆さ

んの大学生活が実 り多きものとなることを願ってい

ます。

f

齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋壷齋齋齋齋dbdb齋 齋db齋 齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋壷齋齋壷齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋db齋

新入生を迎えて

看護学科第4学 年 田 中 緑

新 入生の皆 さん、 入学 おめ で と

うござい ます。 期待や不 安で充満

した 方 も、 そ うで もない方 もい ら

っ しゃるこ とで し ょう。私 が三年

間本校 で 日hを 過 ご し感 じる こと

は、概 ね、人 に優 し くすれば優 し

くされ る とい うこ とと、大学生活

は濃 密ゆえに短 い ということです。

私は旭医での毎 日が好 きです。新入生の皆さんに

も、せっか く入学 したのだか ら旭医 を楽 しんで頂 き

たい。 そ こで6つ ア ドバ イス します。

① 心 の友 をつ くりま し ょう!

無論 これが難 しいのですが、必ず いつかで きます

② 命を削って遊びま しょう!

旭川 の、動 物園 とラー メン以外の長 所。 それ は
"北海道 の中央に位置 する都市"で す

。 東西南北 ど

こへ行 って も雄大な 自然 があなた を清めて くれま し

ょう。

③ 避妊 しよう!

正 しい避妊の仕方 とSTDに ついて勉強して下さ

い。

④ 喫煙習慣をつけないようにしよう!

将来医療従事者になるかもしれない医大生は、喫

煙 してはいけない と思います。ましてこのご時世、

もはや喫煙は社会悪です。

⑤ 困った ときはホケカンへ!

多くの新入生はアイデソティティの確立 という発

達課題を抱えているし、初めての家事、勉強、部活、

アルバイトなど仕事が山積。心身に多大な負担がか

かるのは当然です。精神的に潰れそう…そんな時は

ホケカンで相談すると良いかもしれません。

⑥ ボランティアしてみよう!

「昔 したからいい」という方もいるでしょうが、

医学や看護学を学びながら体験す るボランティア

は、随分違った学びを与えるものと思います。実習

は"医 療者 としての視点"を 学ぶに過 ぎません。雪

道を車椅了で移動することがどれほど大変か、障害

をもつ人が安心して利用できる施設がどれほど少な

いかを、実習で学ぶことはほとんど不可能です。

伝えたいのは以上です。最後は私の好きな言葉を。

新入生の皆さんお元気で。

「ゆっくり歩け。た くさん水を飲め。」

7一
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緬旭川医科大学に入学 して

医学科第1学 年 青 木 達 也

.,月23口 の 朝 、 運 命 の 旭 川 医 科

人学 の 合 格 発 表 。 緊 張Lな が ら 僕

は 旭 医 の ホ ー ム ペ ・一ジ を 開 い た 。

糸占辱ミ1ま・1<n各 ….30分 「司ノ<ソ コ ン ぴ)

'"';t繭 と に 嚇 唄 て も
、1綴

験 番 号 が 出 て くる こ とは な か っ た 。

で は 、 な ぜ 僕 が こ れ を 書 くは め に な っ てLよ っ た の

だ ろ う か?あ(/)`〉 格 発 表 か ら5日 経'、 た28目 の 朝 、

す っ か り浪 人 す る 気 に な っ て い た 僕 に 変 な 電 話 が か

か っ て き た 。 「旭 川 医 科 大 学 の 者 で す け と 、 青 木 さ

ん が 追 加 合 格 し ま し た 。」 は あ?僕 は な ん か の 詐 欺

と か ド ヅ寺 リな ん じ ゃな い か と思 一)たけ ど 、 い ま 人

学 ノLや ・・て る か ら そ う い う ん じ ゃな か っ た み た い 。

こ うLて 運 、kく僕 の 旭 医 で の 人 学 生 活 が は じ ま 一、

た,,

ラ軍よ くってい一ったけ ど、'夫1際はよ くなかったか も。

静 岡か らこ・・ちに来た僕を迎 えて くれたのは、雪 と

寒 さだった。は し=めは新鮮 に 見えて いた雪 もうっと

う しい 白い塊 に変 わ り、4月 だ ってい うのに考 え「,

れない ぐらいの寒 さ。 しか も追 い討 らをかけ るよう

に、旭 医の夏 休みは1ヵ 月だけ という事実 をたた き

つけ られ、 さらに 入学式 だっていうの に学年担 当の

先生か らは留年 とい うとてつもな くヘ ビ・一な話 をさ

れ、夢のキ ヤンパスラ イフ・＼の思いは さらつ と崩 さ

れて し.まった・…

で も、 そんな ことばか りでは ない。てか、 人学の

グチば ・・か りAけ るわけがない,,思 い っきりうちこ

めて楽 しい部活がある し、いい先輩 や同級 生た ちが

ここにはた くさん いた。それに 夏休みが少な いけ ど、

その分勉強 に専念す るこ とがで きる。 ってい うこと

に しておこう。 とにか く旭川医科 大学に人学 するこ

とがで きて よか ったです,,

齋壷輪齋壷齋歯壷齋壷必齋齋齋壷齋壷壷必齋壷齋壷壷壷壷壷歯壷歯必壷壷齋壷壷歯齋齋歯壷齋齋必歯齋歯帝

旭川医科大学に入学 して

医学科第1学 年 山 田 紗矢 加

!a
lJ各 」由矢IIを手{こLr二 日 力、ら ユ矛(ノ)

lulり の 整 埋 を は じ ・め ま し た 。 人 学

式 ま で は 新 し い ノk活 に 向 け て の 準

備 や 引 越 し で と て も慌 た だL .く 毎

口 が 過 ぎ て い き ま し た 。 そ1て 人

学 式 当 日 、 体 育 館 で 自 分 の 名 前 が

呼ばれた時 、 とて も感激Lま した。旭川医科 人学 の

学 生になれたの だ という実感が込み1二げて きたの で

1た.、

四 月 と言っても旭川では、桜の代わ りにいた る と

ころに雪 が残 っていて驚 きました、,一人鋒 らしや寒

さが 呂二fな ことな と万て安 は 多々あ りましノ:二が、それ

と同時 に 「私 は この地で医師になるための階段 を登

一,てい くhだ 」 という希望 もCEJりました、,

新歓 台宿や新入生研修 を通 して同級 牛 と親睦 を深

めてゆ くにつれて、皆 同じ志 を持 ・・ているこ とが改

めて分か り、 また、 この ような友人たちと共に学 ん

でいけ るこ とを心強 く思 います。 友人たt,と 共に ・

つの問題に取 り組 んだ り、 お/a:いに足 りない部分存

補いあった りLて 一緒 に成長 して行 きたい と思い ま

す。

また、新歓実習の 各挿検 査 見学 によ りやる気 も1 .

が りました、,

これか ら先、学ん で行 く事は決 し.て 楽 なものでは

無 いL、 多 くの壁に も突 き当たるだろう と思い ます、

LかL、 言 うまで も無 く 「医師 にな る1と い う日標

のたy)に 頑張 一,てい こうと思 います。 また部活 など

を通Lて 人間関 係を広け、 よ り多 くの 人に刺激 され

て 人間的 に成 長 してitき たい と思い ます .そLて 、

学 生生活 を楽 しみなが ら自分の 目指す医師に近 つけ

る ように努 力Lて い こうと思い ます。



f

医学科第1学 年 石 川 歩

変なものでした。

齢が高いぶん、受験で じゅうぶんに力を発揮できる

かどうかが不安でした。

入学した今では既に笑い話ですが、合格通知が届

いたときに感 じたのは、喜びよりも戸惑いでした。

合格したことがにわかには信じられず、「自分は間

違いな く大学に合格 したのだろうか?」 と何度も自

問自答 して、数 日たってようや く合格の実感をつか

めるようになってきたほどです。

再受験生 これが、旭

川医大における、私の、いわばス

テータスです。

前の大学を卒業 してか らの再受

験であるため、以前の受験から何

年 もたってしまっているので、受

験勉強はやは りいろいろな面で大

とりわけ、ほかの受験生よりも年

再入学者 として気になることは、他の入学生 とど

うしても年齢差がで きて しまうことです。私は、

「年齢、というよりむ しろ世代の異なる同期生 と、

うま く折 り合いをつけていけるか」 ということが、

入学後にまず直面する問題だと思っていましたが、

入学すると、ほとんど皆初めて顔を合わせる人どう

しなので、何の抵抗 もなくおたがいに友達になるこ

とができました。また、再入学者は私だけではな く、

意外と多 くの人がいたので、年齢差を気にする必要

もあ りませんでした。 もちろん、入学直後の新歓合

宿や新入生合同研修会が、互いに知 り合う場を広げ

て くれたことは言うまでもありません。また、この

先の実習や講義でも、新たに良い仲を築ける機会が

あることと思います。

こうして得られた人間関係を、今後の六年間のあ

いだ、そして卒業後 も保 ってい くことが、今の私の

期待です。同期生 どうし、また先輩 ・後輩で互いに

助け合ってい くことは、医師の世界 という狭い分野

において、医学の知識 と同様不可欠なものだ と思う

からです。

齋齋齋齋齋壷齋齋齋齋齋齋齋dbd跡齋壷齋齋齋壷齋齋齋壷db齋 齋壷齋dbdb◎謄齋壷齋引b壷db壷 壷dbdb齋 壷齋齋db

鰯1灘 醸麟麟 纐勲縣難ll

医学科第1学年 渡 部 真裕子

入学式の 日。小雪が桜の花び ら

のように舞 う中、期待 と不安の詰

まった白い息を切 らして私は大学

の敷地に足を踏み入れました。先

輩方の笑顔 と強烈な部活の勧誘に

迎 えられ、緊張にギクシャクとし

なが らも会場に向かったのを覚え

ています。こうして私はこれから続 くであろう、長

い医療の道のスター トラインにようや く立ったので

す。

あれから一ヶ月が経 とうとしています。新 しい生

活にも次第に慣れてきました。勉強は難しく、他の

みんなと比べてハソデを感 じることもあ りますが、

毎日が挑戦に溢れていて充実 しています。今後の勉

強は高校のものと違い、全てが自分の夢を叶えるた

めに必要だと考 えれば頑張ることが出来るような気

もしてきます。 目下、先生はもちろんのこと友達や

先輩にも教えてもらいながら、楽しく勉強を進める

方法について考案中です。

何事にも興味を持って取 り組む、ということは実

践 しようと思ってもなかなかすぐに出来るものでは

ありません。忙 しくなるにつれて初心は忘れやす く

なり、自分の不得意 とするものや嫌いなものは避け

たり、惰性で行うようになってしまいがちです。一

つのことを極めるのも一個人の在 り方 として間違っ

てはいない と思います。 しかし、医療に携わる人間

は多くのことを要求されます。つま り専門的な知識

だけでなく豊かな人間性をもって他者を支えるの も

仕事の 一環なのだと思います。 これからの六年間、

少 しずつでも興味や趣味を増やして、幅広い知識 と

関心、多角的な視野を持 ったバラソスの良い人間に

なりたいです。疾風知勤草。 しっか りとした基盤の

もと築 くバラソスの良さは、きっと私にどんな風が

吹いても倒れない強さを与えて くれるでしょう。友

人たちと切磋琢磨 しながら理想の医師像を目指 して

頑張っていきたいです。
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看護学科第1学 年 青 谷 優 香

旭川医科大学に入学 して早 くも

1ヶ 月が過 ぎようとしています。

前期の合格発表の日、その 日は合

格 して嬉 しかった。 しかし、その

次の 日か ら入学式までの間はいろ

いうと不安でいっぱいでした。授業についていける

かという心配や親元を離れて暮 らす不安を抱いてい

ました。そのまま迎えた入学式では、玄関までの道

で多くの先輩方が部活の勧誘をしていてその迫力に

少 し圧倒 されたけども、その雰囲気を味わえてよか

った。入学式の次の週から授業が始まりました。高

校の ときのような朝のショー トホームルームの時間

が無 く、いきなり授業が始ま り、担任の先生はいる

ものの書類の記入などでわからないことを聞 く先生

が身近にいないことに少しだけ驚 きました。また、

連絡事項はすべて掲示板に貼 られそれを自分で見な

い限 りわからない ということにも少 し驚 きました。

しかし今はそのようなことにだんだん と慣れてきま

した。そして充実した毎口を送 っています。特に今

私の大学生活を充実させて くれているのは部活で

す。入学式の 口から数口問どの部活に入部しようか

迷 うくらいどの部活も雰囲気がいいと思ました。そ

して迷った結果、硬式テニス部に入部しました。 と

ても親切な先輩方や同級生 との練習やそのほかのこ

とが本当に楽しいです。 これから4年 間の大学生活

では勉強だけでな く部活を始めいろいろなことを通

して、人 として大きく成長できたらいいな と思って

います。

嘲

齋齋必齋齋齋齋齋齋壷db壷 齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋db必 齋齋必齋齋索齋齋d卜壷齋d卜壷壷齋db齋 齋齋

　1:lllll嚇購 鞭 磯 簿 しゼ

看護学科第1学 年 工 藤 裕 太

僕 がこの旭川医科大学に入学 し

て、約一 ヶ月が経 とうとしていま

す。一 ヶ月経 った今でも、合格発

表のあの日のことを思い出します。

僕はセンター試験がうまくいかず、

正直大学入学は無理だろうと思っ

ていました。看護学校が何校か合

格 していたので、最終的にはそこへ行 くことになる

だろうと思っていた矢先、旭川医科大学の合格通知

が届きました。嬉しさよりも驚きのほうが強 く、僕

も家族も言葉が出ませんでした。合格が決まってか

らの 日々はあっという間に過 ぎ、入学式当日を迎え

ました。何より先に驚いたのは男子の少なさで した。

看護学科だ し少ないのは覚悟 していま したが、「ま

さかこれほどとは」というのが正直なところでした。

入学式の 日はほとんど誰 とも話さず、このままで大

学生活やっていけるのかと、 とても不安になりまし

た。しかし、新歓合宿や 日々の講義などを通 して、

たくさんの人と交流することができ、今ではとても

いい雰囲気で学校生活を送ることが出来ています。

旭川医科大学の学生は切 り替えがきちん とできる人

が多く、 とても素晴 らしいと思いました。みんなで

盛 り上がって楽しもうというときには とことん楽し

む し、逆に講義の時間となると、きちんと切 り替え

て講義に集中しているように思えます。そういった

良い姿勢はどんどん吸収 していきたい と思います。

勉強は高校 に比べると格段に専門的な分野が増 え

て、`回 ・回の講義で初めて学ぶことがほとんどで

す。今の ところ勉強することを苦痛には思っていま

せん。確かに今まで見たことも聞いたこともないこ

とばか りで、戸惑 うことがほ とんどですが、自分で

選んだ道だと思えぱたいしたことはあ りません。こ

れからの約四年間で、一体自分がどれだけのことを

学び、どんな人間になり、どんな看護師として卒業

してい くか楽しみにしつつ、毎 日の学校生活を過ご

していきたいと思います。
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学生による授業評価(平 成17年 度分)の 結果公表について

平成17年度後期 「講義に対する学生評価」における全教員の得点分布

人数

e).02.93.1z.a2.7

001121

8
。

民
U
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3

35
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3

3332

2

3.9
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4.84.34.94.64.74.54.04.24.44.1

210io91318171914

人
数8

1

問5～17ま での各平均点 と最高 ・最低点

(
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あなた自身について

講義計画

教 育意 欲 ・態 度

講義技術 ・内容

総合評価

ユ

　ソ
　

は

イ

問

問

問

問

講義に対する学生評価

民
」

ρ0

7

8

問

問

問

問

事前に履修要項や教科書を読むなと予習をしましたか。

授業に毎回出席しまLた か。

授業中に授業内容を理解するための努力をしましたか。

授業の復習 ・宿題を毎回しま1.た か。

各回の講義はよく準備がなされていましたか。

履修要項は授業全体のポ イントを理解する上で適切でしたか。

教育に対する情熱 ・熱意が感 じc,れましたか。

学生に接する態度は授業担当者として適切でしたか。

問9明 瞭 で 聞 き と りや す い話 し方 で した か 。

問10教 材(プ リ ン ト ・ス ラ イ ド ・板 書な ど)は 適 切 で した か。

問ll講 義 に お い て重 要 ポ イン トを強 調 して くれ ま した か。

問12学 生 の 反応 を確 か め な が ら講 義 して い ま した か 。

問13豊 富 な 知 識 が あ り、 か つ説 明 が論 理 的 で した か 。

問14授 業の 難 易 度 は適 切 で した か。

問15各 回 の 講 義 内 容 は量 的 に適 当 で した か。

問lfi今 後 の 学 習 意 欲 を増 す 内容 で した か。

問17こ の 授 業 は 全 体 と して 満 足 で きる もの で した か 。

「5強 くそ う思 う(非 常 に 良 い)

qlや や 思 う(良 い)

鞠 どち ら とも6え な い(普 通)

1;?iあ ま りそ う思 わ な い(あ ま り良 くな い)

㍗ 全 くそ う思 わr,Gい(良 くな い)

嗣職 ■ 脳 二
.　 凹 口 繊 究 z,;●｠｠ 編■ ■臓 輔 誰瞭■ ■凹 撚 、鯛 ■

(

薬理学講座 原 明 義

科 目 名:基 礎医学 π(医 学 科第2学 年後期 〆必修科 目)

日 時:'F成17年12月15日(木)1講 目

履修 者数'97配 布数:79回 収 数:63回 収率:79.7%

*評 価結 果(・1え均)

7G
i.e,1　灘 阻ll問12問 鼎 閉1醗 ⊥

*評 価 に対す るコメン ト

原 義

今 回の 評 価 を大 変 光栄 にm,.,て お ります 。学 生 に とっ て、 薬理 学 は 薬 物 名 を含 め 修 得 す べ き内 容 が 非常 に

多い 科 口 と思 い1長す、,それ らの 内容 を限 られ た 講 義 時 問 の な か で 、 どの よ うに 解 説 す るか が 私 に と って 大 き

な課 題 で した 。 頼 ・、 熱心 に 耳 を傾 け てい た学 生 が 多 く、講 義 を 円滑 に進 め る こ とが で きた と思 い ます。 そ

の意 味 で 、学 生 の 前 向 きな 姿勢 が あ っ ての 評 価 と考 え て お り ます。

な お 、私 事で 恐縮 で す が 、 栢1;i∫]末 で 旭 川 医 科 人学 を退 職 し9月 上 り国 際 医 療 福 祖.大学 薬 学 部 に 勤 務

して お り ます.今 後 も旭 川 医 科大 学 での 経 験 を活 か ヒて 、 教 育 ・研 究 活 動 等 に力 を注 いで い きた く思 って お

ります。 これ まで の ア ン ケ ー トを通 じて 、 多 くの 有 益 な 意 見等 を寄 せ て くだ さ った 学 牛 さん 、 ど う もあ りか

とうLざ い 虫 した 、,
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[ ■■■隔 顧■■■■■鳳一 ■■ ■■■■■藺■顧 隔囑朝 一}・ 叫 ・

眼科学講座 吉 川 晃 敏

科 日 名:臓 器 別 ・系別講義～1(医 学科 第3学 年後 期 必修科 日)

口 時li;.成 正7年12月21日(水)2講 目

履修 者数:10fi配 布数:89回 収 数:55回 収率:61.8%

*「{平貨面糸,11栄
　

問5問6問7問8問9問101問11問12問13問14
11

4.74.44.84.64.6i4.614.64.fi4.74.5

*評 価 に対す るコメン ト

問15

4.5

問1(i

X1
.6

問17

4

眼科学講座 吉 田 晃 敏

人生 に は ・度限 りの こ とが数 多 くあ るり1眼 科学 」 の講 義 を受 け る こ と も、 将 来色 々な 分 野/;一 攻 す る学

生諸 君に とって は ・度 しか な い こ とで あ ろ う。 私 は 毎 年1限 科学 」の 講 義 を行')て い るが 、 大部 分の 学 生 諸

君 に とって 私 の 講 義 を受 け る の は 度 限 りであ る。 だ か ら こそ 私 に とっ て 、講 義 は 非常 に メ(切な ふ れ 合いの

時 間 であ る、,

講 義 で は 、 手術 や 他 の 治療 に どの 様 な 姿勢 て臨 む0)か を伝 え 、 また診 療1.の 課 題 な ど 夕教 え 、 その 中 で 治

療 が成 功 【た 時 の 喜 び を 「共 ・削 して頂 きた い、,そうす る こ とて 、将 来、 との 上 うrr道 に進 ん て も、 深 層 心

理 の 中 に 財 産 とLて 何 か が残 る だ ろ う。 そ ん な 期 待 を持 って 、 π 回 その 年 の 最 新 昨療 に 関 す る トビ ・ソクス、
ICT側 究 を取 り入ね 牙て)などの 配 慮 をLてIII'J義 を して い る。

過 去3it間 、学 生 の評 価 で は い ずれ もベ ス ト3に 人 一,ては い る が 、 今同7f)名 の 教 員の 中 で 、学 牛諸 召か ら
ベ ス1・2の 評 価 を受 け た こ とは 、「熱 い思 い1、 「高 い志1を 持 つ こ とが 医 師 に な るた め に 必 要だ と強 調[て

きた こ と もあ っ て、 何 か が伝 わ っ た と感 じ、 改 め て 嬉[く 思 って い る.

ビれ か ら も常 に 、学 生 諸 召の 評 価 に料 を傾 け 、 深 層 心理 の 中 に 財痒 が築 け る よう、1た を凝 らLた 講 義 を

心 が け た い。
[感 謝1、 そ 〔て 「前進1の 征 日て あ る、,

｠ 撚■ 灘 燃■ 鎌 騰■ 難 撒■ 撚 撒凹 藩 騰 田轍 ｠

耳 鼻II因喉 科 ・頭 頸 部 外 科 学 講 座 林 達 哉

科 日 名:臓 器 別 ・系 別 講 義M(医 学 科 第3学{卜 後 期

口 時:・F成i7年12月9口(金)6講 目

1挺4≠ テ数:106西 己イlf数:98レ 」1耳又数:57

*r言平fllri糸占果(・1えゴτ～D

必修科 目)

ll童1耳又率:58.29ヒ{

問5 問6 問7 問8

一

問9 問10

1

問111問12
骨

4.54.6

問131問14
1

4.fi4,fi
lI

4.6 4.4 4.6 9.6 4.7 4.7

*評 価に対す るコメン ト

間15i間16問17

4.54.54.6
一

]T鼻1咽 喉 科 ・頭 頸 部 外 千斗学 講 座 林 達 哉

集中 的 に 多 くの学 習 内容 を学 ぶ こ とに な る臓 器 別 ・系 別講 義 、1で私 か心 かけ てい るの は 、 ・つ で も=つ で

も い い か ら 、学 習 の 「核1と な る知 識 を持 ら帰 って も らう こ とで あ る。 「核 」 さえ手 に 入才[れば 、 そ れ を 上

り確 か な 知 識 にHて て 行 く肉 付け 作 業 は 格 段 に容 易 とな る し、 最 初は バ ラバ ラ だ った 個 々の 知 識 が 良 質 な ミ

ステ リ・一を 読 み 解 くか 如 く一 つ に つ な か る驚 き と喜 び を味 わ う こ と も ロJ能とな るか ら であ る。

この 度 の 高評 価 を 励 み と して 、これ か ら も学 牛 の皆 さん が ・つで4,多 くの学 習 の 「核 」をrに で き る よ う、

学'#=.加 型 でわ か りや す く、 面 白 くて印 象 に残 る講 義 を 目指1て い きた い、,

(

1ユ



以下4.4以 上(上 位20%内)の 教員は次のとお りです。(*五 十音順)

`

所 属 名 教 員 名 科 目 名

必修

必修

目 時
一

平 成17年12月1日(木)3講 日

平 成17年11月24日(木)1講 目

学年履儲数配付数回収数 回収率(N)

耳鼻咽喉科1頭騨 外科学講座 今田 正信 臓器別 ・系別講義～1 医3 106 97 48 49.5

薬理学講座

麻酔 ・蘇生学講座

川辺 淳一

鈴木 昭広

臨床薬剤・薬理・治療学 医4 100 82 48 58.5

選択必修コース皿M感覚
器医学の最先端コース

選択
必修 平成18年2月8日(水)4講 目

医3

4
48 22

79

12

79

73

54.5

100.0

98.6

58.3

一

心理学

産婦人科学講座

麻酔 ・蘇生学講座

高橋 雅治 生命科学V 必修 平 成17年12月1日(木)3講 日 医1 93

田熊 直之
一

寺尾 基

生命科学V【 必修 平 成17年10月24日(月)3講 目 医1 93

一

74

選択必修コース皿・M
感覚器医学の最先端コースー

基礎医学1

選択
必修

必修

平成18年2月7日(火)2講 日 竪 48 24 14

内科学第…講座

一一

長谷部直幸 平 成17年ll月22日(火)3講 目

平 成17年10月13日(木)2講 目

医2

医3

看2

97

106

70

84 78 92.9

内科学第二講座 羽田 勝計 臓器別 ・系別講義H 必修 94

62

55

62

58.5

-一

100.0看 護学 科 藤井 智子 在宅看護学 必修

必修

一一

平成18年1月31日(火)3講 日
　

平成17年11月28口(月)3講 目非常勤講師 松田 剛 心理学II 看2

医2

底3
9

70

44

70

31

70 100.0

英 語 三好 暢博 医学英語皿A 必修 平成18年1月27日(金)5講 目
一 一

平成18年2月6日(月)1講 目

27 87.1

産婦人科学講座 山下 剛
選択必修コースIN臨床感染症

学コース

基礎医学1

選択
必修

必修

32 28 23 82.1

解剖学第…講座 吉田 成孝 平成17年ll月8日(火)3講 目 医2 97 69 64

『皿 一　

92.8

-一

6

2

口■■灘 灘■■■■■遡 欄■■■■■顯 蝋■■■■■繍 灘■■■■■欄 騰■■■■口購 鵬■■■■■門 」■■■■

`

科目全体の講義企画に対する学生評価
}一 　 冒

あなた自身について

一 一

問1事 前に履修要項や教科書を読むなど予習をしましたか。

問2授 業に毎回出席 しましたか。

問3授 業lllに授業内容を理解するための努力を しましたか。

問4授 業の復習 ・宿題を毎回しましたか。
一 醒

科目構成

間5科 日全体の履修 目的は、履修要項やガイダンスで明確に示され

問6履 修主題問および教員間で、内容の過度な重複は避けられてい

問7各 履修主題に割 り当てられた時間のバランスは適切でしたか。

問8各 担当教員は履修主題に沿って授業を行いましたか。

科目内容

問9各 履修†題の難易度は適切でしたか。

問10科 目全体の内容は理解 しやすいもので したか。

問11科 目全体の履修の目的は最終的に達成されましたか。

問12科 目全体の内容は今後の学習意欲を増すものでしたか。

問13試 験や提出物(レ ボー トなど)の 量 と内容は適切でしたか。

総合評価 問14こ の授業は全体 として満足できるものでしたか。
}響 　一 　 　一 一一

⑤

④

③

②

①

強 くそう思う(非 常に良い)

やや思う(良 い)

どちらとも言えない(普 通)

あまりそう思わない(あ まり良くない)

全 くそう思わない(良 くない)
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科 目 名:基 礎 医学特論(医 学科第2学 年後期、必修)

履修者 数:97配 布数:97回 収数:94回 収率:96,9%

*評 価結 果(平 均)

問1

2.5

問14

問2 --
e),n

一

問3一 問4 問5 問6

4.1

問7

3.8

問8 商9
1

問10 問11

3.4 2.6 3.8 4.0 3.3 3.21 3.5
一

問16問17 問18間15

J.5
-一一 [
*評 価 に対 するコメン ト

間12削3

3.61`3.8

基礎医学特論コーデ ィネークー 谷 口 隆 信

伺 名 の ノ∫か ら 唱 由 記 載 の コ メ ン トを 頂 き 、 以 ドの3点 に 集 約 さ れ まLた り

1.興 味 深 い 、,14要

2.難 解 だ 。Il票

3.レ ポ ー トが 出 き に くい 。11票

レ ポ ー ト を 読 ん だ 印 象 と 合 わ せ て 、 人 敏 数 の ノノが 興 味 を 持 っ て 聴 講 し て も ら え た 講 義 か 少 な か ら ず あ 一,ノ=

1冒う ℃、 週 末 の 畳 市 な 時 間 の 巾 、 私 と もの1117に 価 値 を 見 昌ILて 順 い て い る こ と が 分 か り安 堵[て い ・洞 冒1、
た だ そ の 裏 返 し か ら 、 難 解 と の 印 象 を 持 た れ た 講 義 も あ ・た と 茜 う こ 」二て 、 こ れ は 改 善d'べ き と 考 え て い

弥1-.こ れ と も関 連Lま す が 、 プ リ ン トが な い か 不 充 分 で 、 テ ・ マ や 資 料 に 苦 労[た1ヒ い つ 御 指 摘 、 こ れ も

改 善 が 必 要 と 考 え ま ・1-。

頂 い た ご 意 見 ご 提 言 を も と に 、 次 の3項[を 掲 け て 参 りま す,,

L門 外 漢 の 理 解 を 得 ら れ る プ レゼ ン る・心 掛 け る 。

1)履 修 済 ・履 修 中 の 講 護 とU)関 連{ゾ1を 明 確 に す る 、、

2)履 修 名の 到 達 度(笛2"7焔 後 期)を 考 慮Lて 適 宜 解 説 す る 、,

2.溝 養 の 理 解 を μ力け る た め に 、 必 ず プ リ ン ト を 配 布 し 、 ラ'・ マ に 関 す る 問11迫提 起 や 今 後 の 課 題}・一',い てi,

触 れ る 。(レ ポ ・ トの ヒ ン ト を 示 す)

3.'ノ リ ン トに4J溝 考 史南尺・資 半・トを'必 ・1㍉、己載a'る 、,

1

s ｠ 鷹■ 麟 盤■ 灘 懸■ 轍 翻 凹翻 轍 ■灘 騰■

科 目 名:基 礎 医 学1(医 学 科 第2学 年 後 期 必 修)

履 修 者 数:97酉 己布 数:97いli耳 叉数:94回 月叉率:96.9ρ6

*、1・Fでll師糸占果(・1λ 均)

劉噺 璽憎r砦
剛rals

糊 鵬 ⊥Pnqlf、

問6

4,1 1問roh

闇{・工 匝[簡1】i問1・

3.74.34.0404.14.4

問13

3.9

*評 価に対 するコメ ン ト

基礎 医 学1コ ー デrf-7一 吉 田 成 孝

本統 合科llも3{r目 とな り教 員側 も学 牛 側4、人分 勝手 か わ か ・・て き た と ころ で あ る と思 わ れ る。 毎 年 の授

業評 仙 や ・卜科 目狙{自に行 っ てい る学 生 対象 の ア ン ケー ト調4の 結 果 を踏 ま え てマ 右ナー チ ⊥ ン ジを 行 一、て き

て い る。 基礎 医 学 の 中 で の 木科 日の 重 要性 や12〔)コマ とい う量 の 争 さ と教 員の る様性 を 勘 案 す る と、 今年 度

の 評 価 は 期 待 で ぎ る中 て も最 高 の 水準 に あ る と百 っ て も差L支 えな い と思 わ れ る、,全体 とLて の 満 足 度 か 昨

年 、kり{}.2ポ でン1E昇 し て1.:3と な ・た 当は 、教 員 全 』妻の 努 力の 成 果で あ った と 自 負 して い る。 今年 度 は 例

{『に な く 多 くの コ ズン トが寄 ぜ られ た が 、学 習 量 に 比較 して授 業 時 間 数の 少な さを 指摘 弓一る もの が 多か っ た、,

こ れ は カ リキ ュ ラム 全 体 の 問題 で あ る可 能 性 もあ るの で 、問 題 提 起 して い きた い と;iる 。

(
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科 目 名;臓 器 別 ・系別講義 ～1(医 学科第3学 年後期 必 修)

履修者 数:106配 布 数:10Ei回 収数:94回 収率:88.7%

*評 価結果(平 均)

問1問2 問3 問4 問5

4.0

一

問6 問7 問8

4.1

問9 問10 問11 問13

4.0:3.414.0 3.9

問1G

3.4 4.0 3.9 3.9 3.8 3.9
一 一

問17

一

問M

3.9

問15 問18

問 且3

3.8

*評 価に対 するコメン ト

臓 糊1卜 系 別 講 測 ・ト デ ィネ_.,,.一 松 田 光 悦

臓 器 別 ・系 別講 義Wは 、皮膚 科 、眼 科 、耳 鼻 咽喉 科頭 頸 部 外科 、歯科 口腔 外 科 の4科 か らな る混 合講 義 で 、

105コ マ か らな る。

系別 と して は感 覚 器 系で あ るが 、 臓 船 別 で 見た場 合 、特 に疾 病 論 的 に は統 一性 とい う観 点 か らは 相iは ず

れて い る。 この こ とか ら学 生 は 相 互関連 の乏 しい膨 大 な 量の 知 識 を ケえ られ る こ とに な り、学4に とっ て は

厳 しす き る とい う意ILや 、 試 験 は 各科 別 に して 欲 しい とい 一・た 意 見が 多か'一)た。 昨年 同様 、 問7,9,10,11,

i3の 評 仙 が 低 か'・たの は こ れ らの こ とが 影響 した もの と思 われ る。 本 年 度 は 、 試験 日を 後'rにLて も らい、

試 験 時 間 も昨{「度 よ り延 長 した 時 間 で 行 い 、学 生 の 鮒 旦を軽 減 で きた と思 わ れ る。 ・方、 各科 別 に は 、 そ れ

ぞ れの 講 義 は 興味 深 く、 面 白 か 一・た とい う意 見 も数 多 くみ られ 、 コー デ ィネー タ・一と して は 各講 座 の 熱 意 あ

る 教育 に感 謝 した い。

｠ 灘圏 灘 灘■ 繍 鞭 ■郷
'r'劇 ■ 罎 勲 鐸● ■

科 目 名:看 護 研 究(統1汁 学 含 む)(看 護 学 科 第3学 年 後 期 必 修)

履 醤峯名 数:73西 己イIf数:72ilri端 又委女:72巨IJ耳 更≡率ま:1〔〕0.0%

*1河'イdpi糸占 果(斗 え」イヲ)

川11問21問
1i

2.8

川14

」・L

4.313.6-1-・3.3
一三さ.1

　 ぼ

1昌jl5…1君1161「117日 日18

↑一一一li

3 :問 万一「而5

閉::製 醗O轡 ÷lll糊;一

*評 価 に対 するコメン ト

石護研究 噺 計'拾 む〕コ・一デ 梓 一 ㌘一 望 月 吉 勝

こ の 村 目 は 、 研 究 の プ ロ セ ス に1廻 す る 知 識 と ス キ ル を 学 こ下、a年 生 で の 卒 業 研 究 、 卒 裳 後 の 勤 務 先 で の 問

ntl解 決 ・研 究 に つ な け る こ と を 意 図 し て い ま す,,そ の た め に 、1研 究 プ ロ セ ス の 一 般 論 ■ 石護 学 領 域 で の 研

究1「 パ ソ コ ン に1る デ ー7解 析 演 習 」 「瓦卜袋研 究 発 表 会 へ の 参 川 」 」二い う4',U)パ ー ト か ら構 成 し て あ り ま

d-。 デ ーO)収 集 と 分 析 の よ う に 、 具 体r白 な 手 法 右'学二.～・ス う ・・一ノか あ る と 同 時 に 、 学 休1上 の 新 た な 発 見 、トい

一)布メトノデ置ノト㌧来 でノ)farrJしノ♪/」二～～){=、2-,`ノ 〕i!=言一う!乙一う1、 一,まi)1111ag{natiOIIIl二Cre三1ti()rL〔 ノ)鍛錬 こし)自「≡}ミ才iま 一JL,,r,、」容

の%様 さ と 、 達 成4』 へ き課 題 の 重 さ ゆ え 、 負 担 感 か 強 か っ た もの と思 い ま す 、,

こ れ 虫で も、 教ri,llの 内 容 を 簡 潔 に 図 解 し た り 、 研 究 の 成 果 物 と し て の 原i.idlll文 をr衣 と し てfdlの ス テ

ノプ/;学 ぶ な ヒ、1た を 申 ね で き た 一・も り て す 。 自 由 記 載 に あ,た 教 科 書 を も,と 精 読 ナるLうL夫Lて.な

1う ヒ思 い 」三」㌔

li



科 目 名:生 命科学N(医 学科第1学 年後期 必修)

履修 苦数:94配 布数:94回 収数:9'i同 収率:98.9%

*評 価結果('F均)

「

問1

.3.1

問M

3.4

問2

4.0

問15

問3

3.8

問4

3.1

問5

3.8

問6

4.0

問71問8

3.81.3.9

問9 問IO1問11
1

問12 問13

'3.5 .3.3e),1 3.5 :i.Ei

一

問16 問17 問18

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生 命 科'瓢rコ ・ヂ 擁 ・一ツ・一 中 村 正 雄

H1年 来 の改 善 の 結 果が 評 価 と1て 定 着[て い る 上う に思 え ます 。 今 年の 変 史は 、 生 命科 学Mと 屯榎 したIII

村担 当分 を 削除Lた こ とです 。 今イ1'度は講 義 内 容 が 難1.い との 意 見が 増 え てい ます,,講 義 内 容 はH1『年 とほ ぼ

同 じで 、 今 年度 の み 内 容 が 難Lい との 意 見は 気 が か りて す、,講義 内 容 は や や 難[.く 、試 験 は 易[い 、 か担'11

名の 基 木的 な 姿勢 で す 。 次 年 度 は 中 村担'1奇分 の 熱 力,・f・、 反 応 速 度 論 の 部 分 を講 義 の 最 初 に持 って い き、 これ

をlll川試 験 で 評 価L、kう と 考え て い ます。 多岐 に わ た る講 才毫内容 の 試験 対 策 が 、受 講 牛 に と一,て容 易に な る

は ず です 。

｠ ｠ 灘 凹構 騒 ■欄 翻 ■懸 ｠ 灘口灘 囎■

科 目 名:社 会 医 学 基 礎N(医 学 科 第2学 年 後 期 必 修)

履"毎 者 変女:97西 己イlj数:881口1叫 叉数:81ii叫 又率:92。05髪 ∫

*評 価 結 果(平 均)

8♪
]

ワ

】
ロロ

34

甥堕

問3 問4 問5 問6 問7

.3.'3.5 3ユ :3.5 3.5

問1f,問17問18

一一 一 一 一L一

問71問8澗 ・

3.6

問10

:3.53.4

11

5

問

3

間12

3.:3

問13

:3.3

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

社会医学基礎八rコ・一デ 梓 ・汐 ・一 松 岡 悦 子

この 科llは 、額 学 、論 理 学 が 専 門 の非 常 勤 の 先生 と松 岡 との 合同 の 授 業て 、生 命倫 理 右いテ ー一マ とLて い るり

社 会医 学 基礎 は1一 配 まで4')の 科Nに 分 か れ て お り、 重 複 す る こ とな く、 系統 的 に細 み 、ンて られ るの が理

想 だ。 だ が 、学 牛 の コ メン トか らは 、 今 後 の改 論点 とLて 以 トの こ とが あ げ られ る、、

C社 会医 学 基礎1-Nま で の 弔:複を な くし、 系統 立 て る こ と。

L・授 業 の ポ でン1一を明 確 に し、学 生 に説 明 す る こ と。

の実 践 的 で将 斗(役に 立 つだ ろ う と思 え る よ うな 内容 に す る こ と、,

⊂、評 価 の 方 法 を レポ ー トか 試験 か 明 確 に して お くこ と。

来年 度 は以 トの 点 を考 慮 して 、 改善 に 努 め た い。

1H



科 目 名:社 会医学基礎TT(医 学科第1学 年後期 必修)

履修 者数:93配 布数:93回 収数:90回 収 率:9(;.8%

*言 ・i/fll時糸吉果(平 均)
一一一一

問1 問2 問3
1「

問4問5問61問71問8 問9

3.7

問10

;3.

問

3.2.7

問14

3.5

4.5

問15

3.8

問16

1ト2
.93.fi3.8;3.73.8

ζ問
171問18

一

1

贋
問13

3.4

*評 価 に対 するコメン ト

ネ絵 医学基礎llコ ーデ でネークー 松 岡 悦 子

この 科 目は、 哲 学 、論 理 学 を 専 門 とす る非 常 勤 の 先 生 と松 岡 との 合同授 業 とな'・て い る。'+'体 の 内容 は 、

生 命倫 理 のr,礎 的 な こ と を学 ぶ の が 中心 とな っ てい る。 学 生 の コ メン トか らは 、1'/,トの こ とが改 善す べ き点

、レL冒(あcダ ド・才1-(し、プt二Q

し、授 業び)テ・一マ が1・明 確 な の で 、 目的 を 明確 にす る こ と。

・'前期 に 行 われ る社 会 医学 基礎1と の 弔複 を避 け る こ と。

Qコ ア カ リキ コ ラム の 中 で の こ の授 業 の 位 置 づ け を明 確 に す る こ と。

～)評価 を試 験 で11う か レポ ー トでf1う か を事 前に 明 確 に す る こ とり

この 科 目は 、 コア カ リキ コう ム で 要求 され た 内 容 をカ バ ・・Lて い る が 、 コ ア カ リキ.ゴ ラム に あ げ られ た 内

容 の み を扱 って い るわ け で は な い。 来年 度 は 以1.の 改 普 点 を ぷ ま え た 上 で、 授 業の 意 図 を も っ とは っ き り と

学 生 に 伝 え る必 要が あ る と思 ったQ

臓撒 灘闘撚 灘凹 縦 騰口 纐 ｠ 騰 ■搬 撚■ 羅

司

科 日 名:ノk命 科学V(医 学 科第1学 年後期 必修)

履修者数:93配 布数:9,S回 収数:90回 収 率:96.8%

*、}、FでIIｺ1糸占 果(平 均)

鯛瞥
問14

4.3

川吐

問3

4.1

問4

:3の1

問5

4.2

〔

4。4

ぼ
問71問8問9　
1.3×1.34.3

問10

4.4

問ll

4..3

問12

4.3

問1,3

4.0

*評 価 に対す るコメン ト

生命科学V二 ト デ 梓 一 ター 高 橋 雅 治

牛 命科 学vは 、将 来 の 医療 活 動 に必 要な 基 礎 心 理学 、 臨 床心 理 学 、 及 び 、発 達 心 理 学 の 基 礎 知 識 を コ ンパ

ケ トに ま とめ て 教 授 す る こ とを 口的 と して 企画 され た 、、

学 生 自身 に つ いて の評 価 で は 、「j㌦習」 とr復 習 」 の 評 価 は 低 か った が 、 「出席 」 と1努 力1に つ い ての 評

価 は 高 か 一,た。 実 際 、授 業中の 受 講 態 度 は 、 とて も積 極的 で あ ・,た。

また 、1科 目構 成 」のi項 目 につ い て は 、1.2か ら4.4と い う高 い 評 価 が 得 られ た 。 これ は 、 す へ て の 講義

が心 理 学 研 究 室 の ス クッフ に よ りf1"われ た こ と、 及 び 、講 義 内容 を 毎年 改 善 して きた こ とに よ る と 考え られ

る。 また 、 「科 目内 容1のtrillに つ い て も 、1.0か ら1.1と い う高 い 評 価 が 得 られ た 。 こ れ は 、 これ まで に

行 って きた配 布 資 料 の改 司 や 、講 義 資 料 の マ ルチ メデ ビア化 が 効 を奏Lた の か く,しれ な い 。

今後 は 、講 義 時 間 の割 に は学 梱 内容 が るす ぎ る とい う問題 点 を改 善 し てゆ く了 定 で あ る。
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科 目 名:公 衆 衛 生 論(看 護 学 科 第1学 年 後 期 必 修)

履 血峯1旨数:70西 己イlj数:70回 耳～{数:68111叫 又率:97.ln/,'n

*評 価結 果(平 均)

膿
問19.

3.G

問2而 而 悟廊一「訂δi問7
4.1・.・1・.5:・.・

　 　　
問15.問16問17問18

-一

3.9

llIJ8「 晋19PglO.・.・一 工
問11

㎜一⊥一一」

*評 価に対す るコメン ト

3.7 囎丁囎

公衆衛生論コ・-i望 月 吉 勝

問5… 問14の1;11価 の 多 く が3.51;.1上 で あ り 、 ま ず ま ず の 出 斗(でLJ、 う が 、前 期 の 健 康 教 育 論 がbtllo問 と も:1.

9以ilだ っ た こ と.卜 比 べ る と、 盾受し い 評 価 と 感 じ まLた 。 前 期 の 健 康 教 育 論 は 、 健 康 教 育 に 関 す る 様 ・・な 概

念 ・モ デ ル に つ い(、 広 く浅 く学 び 、看 護 学 の 各 領 域 で 活 川 す る た め の 準 備 右5す る こ と を 目標 に 〔 て い 」{す。

}'rep・1ectureを 多川L、 学 生4)参 加[1,l!学皆1を 促 し て き 圭[た 、,そ の 中 で'1}∫二生 達1、k、 前 に 演 じ た ゲ ル ー・プ の1.

尺を 見 て 、 効 果 的 と 思 わ れ る もの を 取 り 人 れ 、 さ ら に 創 意Lた を 重 才..1てお り 、 達 成 感 が 得 ら 才げ も の と思 い

τt〔す 、,他 方 、 公 衆 衛 生 論 の 守 備 範VI:附:、 国 家 試 験 で い え ば 、 看 護 師 で の 公 衆 衛 生 学 、 保 健 師 で の 疫 学 ・保 健

統 計 を 含 ん で お り 、 習 得 し な け れ ば な らな い 内 容 が 多岐 に 渡 り ま す 。 そ れ ら 黛 部 を 教 え る こ1ヒ に 汲 ノごと 〔 て

い た か もL才Lkせ ん 、、「健 康 教 育 論 の ユこう に … ■ と い う 自 由lr己載 もあ り 、 ～シ岐 に 渡 る 内 容 て す が 、 参 加 川iリ

.,=習(/)たy
)し1)1.丸{ .・し 一(み、、ヒ・).ヒ思 いr1〔-4'1、磐 い 、 「 大1を 承:ね て き た りε芝'』}∠↑ノ』一トな 、ビでノ)ヒ/llン ト貰貞は なf、1・1えσ)

上 う で し た 、,

科 目 名:選 択 必 修 コ ー ス 皿 ・、1「 救 急 ・プ ラ でマ リ ゲ ア コ ー ス1(医 学 科 第3・1学f卜 後 期 選 択 必 修)

F爵 箋 者 数 二.15西 己イlf愛負1:・15Lll叫 又委支:151【 」1叫更ジ率く:100.Oo6

*評 価結 果 い1弓さの

II問冒 問2
i

:3.'3i1.1

　

1114… 「115

i

・1.oi 】

問31問4

1.!三 ■.,.,

.問16

卜

1

.一 一一一

　

⊥.問5問6問7問8.問9問101問ll問12問1:3

13・8:3,94・01・1第{・}:).(]3・8・ 目3・9
　　　 　

i117Ir718

1

;

*評 価に対す るコメン ト

選 択 必 修 コ ・一スIH・u「 救 急 ・一ノラ/＼ 州1'ガ)'コ ・.ス 」 コ ・-7二r.f.-7-一

郷 知

第3学{卜 、i学rr合 同 の7一 以 一での講 義 は 初 め ての 試.なであ..,た の で 、 ど・ノ〉よう な評 価 に・ケ1:るか 剰.み で

あ 一・た.r測 され た.1=う に 第3学 年 か らは 内容 が難 〔.いとい う声 、 第1学 年 か らは 重 複か あ る とか ぞ賜 す ぎ

る とい う声 が7,か,た 。 で きる だ け実 践 ・参加 型 の ヨー スにLて1.、 きた か っ た が 、学 生の 人数 と教 員の 人数

の 比 か らな か 、{レ1か実 現 困 難 で あ ・,たり'》後 の課 題 とし て とら え てい きた いV

医 療fl為 に は常1.二知 識 ヒ技 術 か 求 め られ る。 講 義 や 実 践 て カ バー一て きる知 識 の 量 に は限 りか あ り、技 術 の

修 得や 維 持 に は 絶 毛聞 な い繰 り返Lを 含 む 修練 が つ きま とう.仁 コー スは「π師 、レLて 避 けL㍉れ な い 、救 命 ・

蘇 生や 、急 性 期 病 態 の把 握 と対 処 を 考 え る場 に な る.ヒう に!二設 宕 され て い る。 本 コ ー一ス を通 して 医療 の その

、Lうな 面 右考 えr={,ら えれ は 幸 い であ るり

"0



科 日 名:生 命科学4T(医 学科第1学 年後期 必修)

履修者数:93配 布数:y31ul収 数:91回 収率:97.8%

*評 価結果(平 均)

問1

3.4

問2

4.3

問3 問4 問5
1「

問6澗71問8

3,313,714.1

問9

一

問10問11
一

4.3 4.3 `3.9

問12問13

3,94.04.43.9
-一 一4.2

問18問14 問15
一

問16 問17

4.1

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

牛 命科 学V1コ ー デ ィネー タ・一 林 要 喜 知

生 命科 学Wの 評 価平 均 点 数(問4-14)は:ヨ.95で あ った。 学 生 評 価 で 指 摘 され た 点 は 、1)オ ム ニ バ ス 方

式 の担 当教 員数 が 多す ざる 、2)教 員間 で 講 義 す る内 容 に重 旗 が あ り、 講 義 内容 に も統 ・性 が な い 、3)内

容 が 多岐 にわ た り試験 の 内容 量 も 多す ぎ る、 等 で あ った。 これ らの 指 摘 は、 実 は/'1度 も な され て い た 。 た

だ 、講 義 の 展 開 順 序 に 「夫 を 行 っ た り、 そ の 他 、 幾 つ か の 改善 を施 した ため か、 評 価 ポ イン トは 昨 年 度(3.

8Dよ り若 「増 加 した。 しか し、ymyIN,Trl的な 問 題 に 関 して 大 きな 改善 に至 らな か った た め 、 同 じ よ うな コ メン

トが 出 され た び)であ ろ う。 来年 度 に 向け て は 、2)に つ い て は担 当 教 貝 で よ り綿 密 な 打 ら合わ せ を し、 改 善

を.1り た い。3)に つ い て は 、 中間 試 験 や 小 テ ス ト等 を行 う こ とで 対応 した い。1)に つ いて は 、 科N構 成

を根 本か ら 見直 す 必 要 が あ る た め、 引 き続 ぎ協 議 を重 ね て 改 善策 を 見い 出 した い と考 えて い る。

■囎 ｠ 繍■ 糊 遡 凹 糟 -凹 ■ 雛凹■ 臓灘 ・'・■ ■

一
科 目 名:選 択 必 修 コ・一スn・ 、 「メン 如 レへ1レス コー ス」(医 学 科 第3・1学 年 後 朋 選 択 必 修)

履 修 者 数:;;fi配 布 数:26回 収 数:25回 収 率:96.2%

*、;平fllli糸占 讐ミ(・1λ均)

1:ピピ 憎1 ・1編悪
「1}一 一一一T-

[問1/問151晦 ⊥ 堕.問18
.3.8',1

1..)

.3.f; …1:ll1囎一凱辮 慨Ll:;1:}

*評 価 に対 するコメン ト

揚程劃ミ'必n箋 コ 『一』入n＼ 「 メ ン う～1レ/＼1レ ス:1-一 ス 」.7・ 一・ノ・ で 一各_γ__

千 葉 茂

1川II紀 は脳 と心 ・り世紀1と い わ れ 一〔い る、,メン 如 レヘ ル ス コ・一スで は 、心 理 学 、医 学 、医 療 現 場 、ff.;

学 な と メ 上K室 な観 点 か ら 人間 の 精 神現 象 を 見つきノ)るヨー スで あ る。 学 際的 で 多角的 に 展開 され る コー スで

沌,るた め 、 」㌻習 や復 習 は 行い に1い か 、講 義 内容 そ〔りもの は 概 ね 」、い 評 価 が 得 られ て い る。 成 紀 謂 面の た め

に 多肢;4r,'.択の試 験 ・～`実施 〔てい る か 、 これ は 基礎 知識 を確 認 す るだ け の もの で 、講 義 内容 は大 変 興味 あ る も

の は か リ ヒ思 、一⊂い る9なB、 講 義r'ti丁う講 養 室 か/一ぱ しば 変 史 され たkう で あ る か、 その 情 報 が ト分 に伝

わ らな か ・た点 に ・い一　学 生 か ら指 摘 か あ げ二、,今後 、 学 牛課 も1分 に ～1意して い た だ きた い、,

2i
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印 ■■ ■■■■ ■■■■■■■國■ 圏■ ■一 ■■願一 一 一 陶 航 マ'

科 目 名:選 択 必 修 コ ー スlNr臨 床 薬 理 学 コ ー ス 」(医 学 科 第3・4学 年 後 期 選 択 必 修)

履"毎 者 数:5・1酉 己イl」数:54111叫 又委女:52回 耳又～率:96。396

*計 価結果 いド均)

剛 鮒1凱,.1-
「:絶 問怖

両τ 両 ・[問・
3.739

問7

:i.g

問8悶91問IO問11問12目13-1

4.0:壁5333.53.ヨ

問∵18

*評 価 に対 するコメ ン ト

選択必修コース1氏1臨 床薬理学 コース1コ ーデf符 ・拠 一

牛 首 文 隆 、 松 原 和 夫 、 清 水 恵 子

臨 床 薬 理学 コ ー スで は 、 基礎 薬理 学 で学 ん だ 薬 物 が 、 実 際 の 臨床 の場 で どの 、1二うに 用 い られ る か を学 ぶ こ

とを 目的 と!て い るnこ の ため 、 基礎 ・臨 床 各科 の 先 生 方に薬 物 を 中心 とし た講 義 を1」な って 頂 い た。 講 義

内容 は 、 薬 物 の 処 乃、 様 々な疾 患 の 薬 物 療r!、とそ の 問 題 点 、 法 医学 に おけ る薬 物 、 医療 経 済 等 多彩 であ る。

吻 、 忙1一 スは3、1年 生 台 同の 講 義 であ り、 そ の カ リキ ュラ ム進f」度 の 違 い か ら、'1/初 は学 年間 で講 義

月1解度 に差 が 出 ・二・危惧 を抱 い た、,1.かL、 高 度 な 問 題 群 か らな る試験 の結 果 は 、 両学 年 と もほ ぼ1・」じ高 いli

答率 であ り、 学 生 諸 召の 努 力 と講 義 の 質 の 高 さが 窺 わ れ た 。学 生 諸 君 か らは、CiUに 対す る高 い評 価r`'知iii

の 整理 にた いへ ん 役l/.つ な との意 見を 」貝いた 。 本 コ・一'7,では 、 今後 も 各科(わ先生h'に 御1窃 ノ刀頁き、臨 床 の 場

で即 戦/)と な ・1)1こうな 知識 の学 ノL諸君へ の 提 供 を 目指Lた い、,

蜘■
馬囎 ■ 醸

科 目 名:生 命科学W((5;学 科第1学 年後期 必修)

履修 ～な数:94配 布数:94回 収 数:93同 収率:98.9%

*隊 言、Ff【lfi糸匹㌧fEI(/え 均)

1昌陥i獣 怨匿 ・π柵

[問141}・ 」15隔ll胆 璽1・ 、問18
4」1

.一

1蜘 讐 ド:ll:1間贈II
llll⊥「:坦:1

*評 価 に対 するコ メン ト

i・命 科学 、刊コー デrr-7・ 渡 部
」1岡

木科 目の6ト画 ・展ll肪 法 に関 し ては 、 この2-3年 間 の プrハ ソシコ ア ・1ヅに よ 一,てほ ぼ 確 立 され た と思 わ

れ るり 叡授 裳評 価r/)評 価 点 も ∴ 凄 文年 で最 高 で あ り、 本年 度 は学 牛 お よび 教 員の 双 ノ∫に と って 彰ぜな イ1であ

,た と思 わ れ る、,へ学 の カ リキ よ,ラム ては 、 晃,う4{1'終 ゴ時 の 共 用 試験 ま で 人体 組 織 学 を体 系 的 に学 ぶ時 間

い が 、 今後 も組 織 学 の 領 域 で質 問 ・疑 問 が 生 じた 場/.Qに は 、 気 軽 に担 当 教 員 ま で尋 ね に 来て 欲 しい。

22



科LI名:選 択 必 修 コ ー ス 且 、!臨 床 腫 瘍 学 コ ー一ス 」(医 学 科 第3・1学 年 後 期 選 択 必 修)

履 修 者 数:70配 布 数:701111収 数:62回 収 率:88.606

*評 価結 果(平 均)

問1

.3.1i

4.1

1蹴 湖 問5問6:問7Bl∵1幽 ⊥ 圖 聖

Ois

*評 価に対するコメ ン ト

選 択 必 修 コ・一ス 皿 ＼▼ 「臨 床 腫 瘍学 コー ス1コ ー う イネー クー

高 後 裕

臨 床 腫 瘍 学 コ ー ス は 、 癌 に 関 ず るJ,!礎 的 ・臨 床 的 話 題 か ら 臨 床 試 験 、 緩 和 医 療 に 至 る ま て 幅 広 い 領 域 を 診

療 科 の 枠 を 超 え て'「1:習『d'る=1一 ス で あ ・:)。7{}名 の 学 生 が 選 択Lた か 、 出1,i',に関 す る 評 価 か9.9と 人変ll駆 、

興 味 を 持 ・・て 受 講 し た 学 生 が 多 か 一,た 結 果 を 反 映 し た も の と 思 わ れ る り 学 ノ1.の総u評 価 も4.1と 良 い 、i'1'価で

あ,たQそ れ ぞ れ の 専 門 家 に よ る 得 意 分 野 の 講 義 て の 内frに も 満 足1.て も ら え た も の とfitら れ るQ本 ヨ ー

ス で は 、 溝 義 の 内 容 か 広 汎 に わ た る こ と か ら 講 義 を 担 当 い た だ い た 先 牛 方 に 数 間 の 問 題 と そ の 解 答 ・解 説 の

作 成 を1;願 い し 、 あ ら かLめ 学 生 に 公 開L、 そ の 中 か ら試 験 す る と い う 方 法 を と ・・た 。 学 生 の 試 験 に 関 す る

11・Ffl山ノウ・ボ'1くiitrr・F/三,オ:Q/♪ ・f妾1もbノ・・ノレL冒(し ・そ)卜{}」題r'update'・1'r」 、[二と ミ,1二「1胃題 数 を 増 べ⊃し な=カ・i)・二4)ノ∫浸く

を 継 続Lて い き た い と 都}て い る 。

凹 日
命　繍

科ll名:基 礎 医 学 π(医 学 科 第2学 年 後 期 必 修)

履 曾毎 ～「数:97西 己イ1∫数:97「 可叫更数:84回 月叉率:86.6∫)0

*評 価結果 いF均)

問困::ll「 問3問i

問1肝.師 引 問1亨

:3.8--T-一 皿

*評 価に対 するコメ ン ト

駅1問7問8問9

問18

今回 の授 裳評 価 では 、 第2学 年 前 期 開講 の 科 ト1一例 えは 生 命科 学 ＼ 一の授 業評11111の時hり 、 け る か に ～5く

の 学 ノ1'諸君 が、 自由記 載 欄 に 械 極 的 に意 見を,1港 、 その 内 容 は 、 薬 理学 、 寄 生 虫学 、 微 生物 学 の3領 城 の 講

義 の バ 』ノン スの 問 題 や1科 口に ま 、!lめる こ との意 味 、領 域 毎に 独islた 期 末 試験 形 式等 、 多義 に亘 っ て い ま

Lた 。 また 、 ポ シう でプ に評 価 ずる意 見の み な らず 、改 善 案 を提 起 す る意 見等 も複数 見 られ ま[た 、,これの

意 味 す る所 は 、医 学 科 第2学f「 前 期 か ら後 期終 了 虫で の 期 間 に お け る、学 生諸 君 の授 業 に 対 す る ス ㌘ ンスの

変 化 て あ ろ う と思 い ます,,今 後d、、学 生 諸 君 の修 学 意 欲 に応 え られ る講 義 の 展開 を推 進 した い と思 い ま ず。
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一

科 日 名:選 択必修 コー スTW「 臨床感染症学 コー ス 図 医学科第.〉 ・4学 年 後期 選択必修)

腫修 者数:32配 布数1;3')回 収数:31同 収率:9fi.9%

*評 価結 果(平 均)

問1 問21問3 問4 問5一 一 一
a.`i 坦_L42 3.5 4.3

問塗悸慨 一「r鵬
「脚 脚 「磐

問13「

4・:判

糊 帆1寄16問17問18

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

選 択 必 修 コ ー ス1・nr臨 床 感 染症 学 コ ー スiヨ ー デfヒ 、-7一

若 宮 伸 隆

溝 義 の 組 み 、ン.ては 、NI一 ス を 、レr,1げ た 昨 年 度Il二同/て あ り、 授 裳 評 価 点 も 、 日'1年 と 同 様 にf`Iil評flHi部

',}1'1.外 は い ・1`れもi以1一 で あ っ たQ匝 で学 科 笛3、1学 年 に 開 講 し 、 感 染lli学 導 ぺ授 業 と レ ・τf帽1鮒 け ら 才レニ・

Nr一 ス は 、 院 内 感 染 対 策 に 関 す る 実 践 的 内 容 の 講 義 もrケパ で お`}、 是 非 、/./f�くの 学'「 諸 君 に 受1,駅 ・=戴、ヤ

r二L・、ヒ鍵真㌧・ゴミ」曽otr}1衆 、武験fケII足E亜彗三を、詩 義 工リj「昌1(ノ,IrltII'}IJJl、二酉己イ「lfL、!客 レ、着L・-丁5≠毒義.,.v.a-`き ・ノき」=・う}二[「t:

1た 。 今 後 も 好 評 価 を 綿 手嗣 魑へ く 「疫 を ・眞ね た い,レ 思 い 三 む、

L_

膿 轄 獺鹸 繍 錨■ 澱 蝉曝 蝋 辮● 撫 撫 蹴

科 目 名:選 択 泌 修 コ ー ス[・ 八1生 体 構 造 機 能 蛋 白

履 櫃参吉?委女:17西 己イ1∫委女二:42「i了1珂 《凄父:27

*評1面 糸、1,III_いド」勺)

ド

問3問1問5問 β 問7

2,83.53.0:;.81.11.l

l昌ll41"115i16問 ユ7卜 喬118

L

・病 熊 解 析=卜 以 一 医学 科第3■ 学{酸1切 必 修)

回 収 率:(/.306

1181晋 」9r1亨 】10㍑1]ll口}」12「113

1.2:圭.13.13.6:;.;;3.8

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

選 択 必 修 コ ー臥 レN'L体 構 造 機 能 蛋 白 ・病 献 解 柄 コ ー欧1-f一 冒r、 一一,,一 一

伊 藤 喜 久

「牛 体 構 造 機 能1長 白 ・病 患 解 析 コ ー 知 て ほ 、 基 礎 胡 究 か ら 臣榊 衣応 用 ま 一=色 わ～1角度 か ら 牛 体1長 ピ1科学 ノド

履 修 す る コ ー一ス でa』。 今 臼 度 は 最 初 一くす か 、 応 分 な 評llll何 鍵 据=焦 、 二指 摘 い た だ い た;う に 、 こ 山 コ ー一

孜に 限 ら 」酒 年 硅=にdi"[ 一で イ,難[い"講 義 も あ μ 功 ヒGnい まa-、,田 均 度 は=め 点 ち 汽Σ分 配its.1内 容 の 改

lFlに 努 め 主 ナり た'三 、 今 歓 レ難 解 て も、 勉 強1た ら 勉 強rた 成 熟t必 ず得 ジ れ る もの 、 基 棚 うビ煮 　1購 義 か

Ilで に 臨 床 ξ生 か 峯れ る 場 画 も経 験[た1一 二思 い 三、す 、,

鳳 識 を 得 る こ し も た》」-Fす か 、 一一一 油 講 義 一'小'・ イレこ、、 もの のY-,こ ノ∫、 進 ゴ'一ケ、/科tP、 師 ㌧L一 、

学 呂1し して も,と も必 要 と き れ る 病 態 解 析 を 白 らDこ な う=1か 出 十受る 氏う 動 機 ・ciゐ 機 ∴1二 なる こ1二 巳.

,て い ヒーむ,

皆 さ パ か 最 も興1宋 キ づ1い た もの を 一・}選 ひ 、 日 うブド}百 撃 ゾ∴ ドーILで ト さい,

一一一一21



科 目 名:選 択 必 修 コ ー ス π ・vrEBM・CPCコ ー ス1(医 学 科 第3・-1学 年 後 期 選 択 必 修)

履 修 者 数:19配 布 数:12同 収 数:12同 収 率:100.0%

*評 価 結 果 いド均)

問1問2

3.214.fi
ユ ー...一一 一

問3

1.4

1問5問4

・.・3.61'4・.24.1.3.Ei

問6:問71問8旨 問9

4.0

問10

4.0

問11

4.1

　
問1・11問15問16問17悶18

問12

4.0

.瞭 馴

4.01

トー 一一一一

4.3i

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

選 択 必 修 コ ー スll・VIEBM・CPC=1-%li=・ 一 デrネ ー7一 奥 村 利 勝

1EBM・CPC:1一 ス 」 け 今 年 度 菊i規 に 開 講1.た,、:」 ・・ス は 尺 き1=冒,に 分 か れ 前'1をのEBMコ ・一ス と 後'「

のCPC卜 ・ス か ら な るQ総 合 評 価 は1.3で あ り、 概 ね 満 足 て き る 範Llll.1=考 え た りEBM:.」 ・一ス は'11初1'F成[た

シ ラ バ ス か ら κ き く 方1ゐ」1転換L、 白 分 でEBMをUえ る 実 践 σ)U標 を も と に 小 ゲ ル ー プ に 、1こるII`1でfl,た 、、

受 講 し た 学 生 か ら の11egadveな コ メン ト も な く、 次 年 度 も 同 様 な'1マ 割 り で 溝 義 を 構 築 す る り

L

｠ 蝋聰 蝋 藤 欝 翻 雛鳳

科 目 名:選 択 必 修 コ ・一スilへ 「/)噛令と適 応 の 医 学 ヨ ー一 ス 目 医 学 科 第3・-1":年 後 期 選 択 必 修)

履 乖筆 者 数:80西 己イIj数:51iL」 μ1～ぐ変女:29「 百1月～(ノ率く:511.906

*評4ili糸 占果 いF」勾)

…問li問 ・i問 ・申 ・川 間 ・ 郷.「 問 ・週 壷.」 延 髄 ・二伽i」 ・2:II.11.3…　 ミ 　
1'3

.1i4・li3・93・3…:;・6.1・83・91・ 〔〕;3・91.Ol3・9
.3・7、.一'!・:㌔

　 イ ヤ　
… 「11・1旨t"115r716r7i7krl8

_.

… り ・1

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

選 択 必 修 コ ー・一'.II・ ＼.1加 齢[二 適 応 の 医'1}でに1・ 一』絹 ヨ ー_,'ff・ 一一一マー一

松 野 丈 夫

仁講 は 、加 齢 に11rう 細 胞 力・ら 器 官 に 金 る 土 体 の 適 応='fl皮 綻 ♂,ズ カ ニ ー.ぐム 右9'』1=ぶこ と を 目的 と一」.る。授 業 〔.r.、

内 秤1」∫二第 ・、 産 婦 人 糾 、 泌 尿 器 科 、 耳 鼻 咽 「喉 科 、 精 神 料 神 経 研 、 眼 糾 、 病 理 学 第..一、 薬 剤 部 、 整 形 外 税 と 多

この 部 門 〔!)教員.1〔構 成 さ れ 、 多 与面 か ら 坐 体4)適 応 と破 綻 の ぐカ.一ニズ ム 左卜明 ら か に す る こ と ・～'試.なた り 学 〆1・

か ら ほ 、1興 叫、1桀い 聞 き や す い9{で あ.、 た.1し い ・うri平f[Itfがあ.,た 反i角 、 「4.、,.1二駐悉、論自勺な 内 容 の 訂右.茂か あ れ

ば よ り/Ψ解1.や ナい ≧思 う 「と い う 意 見 も あ.1た 。 皇た 、 粥3学 年11二第 ・1学 年 を 合lr1」で 行 う 講 義 であ る た め 、

学 牛 の 履 修 達 成Cノ渡 含 い を 、 筆 記 試 験 で評 価 ず る 、二 とか 妥 当 で あ る か と い う 問 題 が あ げ ら れ た 。 異 な る 学f「

に 対Lて 含 同 講 義 為'行 う 場 合 、 ぞ め 評 価 万法 左1二 ・う一ll.るか に.・ い 、、 今 後 検 討 を 要 す る と思 わ れ る 。

1
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一

科 目 名:選 択 必 修 コー.III・ 、1「糖 尿病 ・内 分泌Up-Dateコ ー一ス」(医 学 科 第3・1学 年 後 期 選 択 必 修)

履 修 名数:78配 布 数:64回 収 数:15回 収 率:70.1;°o

*百 平有m「糸占外↓(i均)

囎贋撫:翌鯛 馴:1哩謝{囎1照 劉聞欝 一

隙i卿 ∵1帆
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

選 才∫{'必"弩=1一 』敦lli-～1「 糖 ∫ポリ1ラ1-1メ、」分 や必L丁IJ-1)a1e:ユ ー一ス1=r-一'ノ ごf『r-一 クー

羽 田 勝 計

:.0コ ∵ か ら 成 る イくコ ー一スは 、 糖 尿 病 ・内 分 泌 疾 患 に 関 わ る 医 学 的 知 識 を 基 礎 お1;ぴ 臨 床 各 分 野 に わ た り、

1≧111r蹄珂臼ノ)協 ナ」・ノ){,、レ、 巾畠1ノ、く習 裸チず ノ～、二とカ～ll白勺置C°あ り 、1ゾ}ぴ・ink;さ 才ゼ(1・ ノこと ノラえ.そ,,,ノニノ:二し 、 女寸弩ヒ1よ

3、1年 牛 の 混 合 で あ り 、 各学 年 の 知 識 レ ベ ル の 統 一 が 不 卜分 て あ る こ とは 否 め な い と こ ろ て は あ っ た 。 椥

尿 病 あ る い は 内 分 泌 疾 患 の 成 因 、 病 熊 の 理 解 に 重 点 が お か れ た 内 容 を 基 本 とLて い た た め か 、 内 容 的 に 消 化

乍良 〔ノゾ≧ノ1'もいr.二kう/:今 ・f妾1よ、 上 り'1}自生J)一 卜分 なFli鯉'をNf,rら 才Lる よ う な 「勾容 右・目{旨 し つ ・)、 木 コ ー一ス カ・、

糖 尿 病 ・内 分 泌 の う♪野 にk且 て 、 さ ら に 興 味 奇 も っ ぐ今 後 の 学 習 に つ な け られ る 役 割 を 持,よ う に 発 展 さ ゆ

た い、,

撒 醐 鷺 繍

科 目 名:選 択 必 修=卜 一スlil・ 、ll感 覚 霜÷医 学 の 最 先端 コ ー ス 」(医 学 科 第3・1学 年 後期 選 択 必 修)

履 修 ～Y.数:18配 布 数:22回 収 数:12回 収 率:54.506

*評f面 糸1㌧果 い1螺 ノ)

問1問2--1問3匿 」1廟51問61問7問8[冒9澗101問111衙i創f"」1:1

・.rL4i% 14.亡Lダ ・.・・1.・ 山.:)・ ・11.11.・i旦 』.・

問11囹151問is]1目171眺

1・1L
-1:

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

選 択 必 修 コ ー ス 皿 ・～11感 覚 器 医 学 の 最 先 端 コ ・一ス1ヨ ー デ デネ ・-7一

吉 田 晃 敏

選 択 必 修 コ ーIII・ 、1「 感 覚 器 医 学`ノ)最 先 端=1-・ ス1で は 、 生 理 学 第 二 ・解 剖 学 第 一 ・耳 鼻 咽 喉 不:1・頭(i(r1

部 外 科 ・麻 酔 蘇4・ ・眼 科 の5科 が そ 才1そ れ6、2、8、6、8=rマ を 講 義1た 。121世 紀 は 感 覚 器 の 時 代1

、【晃,、}わ れ 、 各 科 講 帥 は 、 そ れ ぞ れ の 分 野 て 、 最 先端 の 知 識 々 、 特 色 あ る 手 法 で 講 義Lた 結 果 、 学 生 か ら の

訓'fllliも好 評 で 、偽一,たQ

次 年 度 も 、 更 に た実 と た 内 容 と し オニい 、,多(〔 わ学 生 諸f{(ノ)'受 講 を 希 望iて い る。
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科 目 名:選 択必修 コー ス皿 ・、Il臨 床遺伝学 コー ス」(医 学科第3・4学 年後期 選択必 修)

履修 者数:19配 布数:19回 収 数:19回 収率:100.O%

*評 価結 果(平 均)

「

問1

3.G 讐1聞 騰 鷹
問14問15

,11'1`)

…_i

問1引 問17 問18

1

1問7

4..3

間8問9間IO
一

問ll 問1

4.3…4.24,21
11

4.4 4ド

問13

4.4

*評 価 に対 するコメン ト

選 択 必 修 コ ー スlll・ 、11臨 床 遺 伝 学 コ ー ス1:1-」 ノごでネ …7・ ・

藤 枝 憲 二

y〔,02年か ら臨 床 遺f!ご専門 医 制度 が 発足 〔、2005年 に は 、非 医 帥 の 臨 床 遺 伝 カ ウ ンセ ラー の 善 成 が1用始 され 、

遺 伝1°f疾患 の 患 名 ・家 族 の み な らーξ`国民 の_一_一一"7,に応 じた 臨 床 遺 伝 医療 と情 報 を提 供 す る状 況 か実 現 化 され

1∵)と 〔て い ますn昨 年 度 に 引 き続 き、[一 ル プ レ イを交 え た カ ウ ン セ リン グ体験 とその 基礎 とな る知 識 の

再構 成 を 目的 に シ ラ バ スが組 よれ て い ま ずQ昨fl・度 と同様 に'受講 者 が20人 前後 とち 」、う ど よい 人数 で[た か 、

lYl年と 異な り2学f「 の 混 合構 成の ため 、擬 似 カ ウ ンセ リン グに お い て も学 生 の個 性 か反 映 され 、 ア プ ロー一チ

の 多様 個 をLりkく 理 解Lて も らえ たの では な いか と思 い ますQ講 義 の 内容 て は 、 分f生 物 学 的 検 窪の 部 分

の 屯複 が 多い とい う指1簡か あ りL攻善 が必 要 と考 えて お り ますQ逆 に カ ウ ンセ リ ン グに必 要 な基 礎 情 報1ノ)人r

法 な との追 加か 必1要に な って い た と実 感Lて お ります 、、受 講 菖の 知 的 欲 求 に応 え る こ とが て きる よ うに 、 シ

戸 ミスを改 、JLな が ら、時 代 に そ った臨 床 遺 伝 学 奇構 成Lて い きた い1[二考 え て お りま す,,

｠ 欄繊 羅 齢螢 撒 鰯騰

科 目 名:選 択 必 修 コー ス1・ 八 「ニ ュー ロサ イコ.ンスコ ー ス」(医 学 科 第,i・4学fl畠 後 期 選 択 必 修)

履 修 苦 数:57配 布 数:51回 収 数::31回 収 率:60.8%

*評 価結 果 いド均)

問1

3.1

川14

.3.8

問2

4.2

問151問1・ 問17i」181

1

1問9卿1:濃 遮

*評 価 に対す るコメン ト

選 択 必 修 コ ー一ス1・Ivr二 ・ガ ・ロ ・u仁1ン ス コ ・一ス 」 コ ・一ラ イネ ー7一

吉 田 成 孝

神経 系は 複 雑 であ りか つ未 知 な点 が 多い た め に理 解 す る の か難 しい 、 しかLそ の1・思 議 さか ら、 医学 的 に

も他の 分野 か ら も た きな 興味 が も たれ て い る。本 ヨー スは 通 常 の授 業 で は触 れ る事 が困 難 な 神経 系のlfll白さ、

これ か らd)問 題 点 な とを 多角的 な観 点 か ら出 来 る だ け理 解 し て 欲 し い とい う 嚇 で企 画 され た。 今年 度 は試 験

の 大十 が終rし た 後 に選 択 必 修 コー スが 開 講 した の で 、授 業へ の 集中 度 は 咋 年 度 よ り も良 好 て あ る ・二とか講

帥の 側 か ら も感 じ られ たΩ そ れ に よる と ころ も大 きい と思 う か 、咋 年 ヒりも 全体 の 評 価 は 向Lし て い る0昨

年度 は1項 目あ 一,た3.5以 ドの∫頁目は 予習 と復 習 に 関 す る2項 目の み とな っ た。 最 終 的 な 口標 の 達 成 もU.6ポ

イン トの 左 きなL冒 とな り、 室 ずは 満 足 の い く結 果 とい 黛!二う。 今 後 も さ らに 充 実 した授 業 右`日指[て 行 、ヤ

た い。
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科 目 名:人 間科学H(看 護学科 第1学 年後期 必修)

履修 者数:70配 布数:fig回 収 数:69回 収率:100.0%

*評{曲 糸占果(・1!・ 」睦」)

讐ぼ 「'73A3.9

閉∵

問4

2.8

問5

s.s

鯉 「聖1問「剛

問6

3.8

問71問8 問9 問10

4.0

問11

4.石

問12

3.9

問13-

4.13.9 4.o
「

4.OI

*評 価 に対 するコメン ト

人間 科 学Hコ ー デ ィネー クー 藤 尾 均

着護 学 科1年 生 対象 の 通 年45コ マ の 必 修 科 目で あ る。平 成17年 度 は 、コー一デfネ ー ター に よ る オ リこ1ンテ ・一

シ ョン1コ マ と歴 史学 系17コ マ 、専 任 教 員 に よる礼 会学 系17コ マ 、非常 勤講 師 に よ る哲 学 ・倫 理学 系7コ マ 、

そ れ に学 長 ・病 院 長 ・元 学 長(黒 田 名誉 教授)の 特 別講 義 が 各1コ マ で あ った。

本科Hの 総 合評 価 点1、t昨年度 ま で、3.6-:i.7程 度 に 低迷 し.てい た。 それ が 今年 度 、 初 め て4点 を突 破L、

4.1ほ と とな り、 よ うや く念 願 が 叶 一♪た。 この よ うに ア ップ した 原 因 を次 の ように 分 析 して い るn1噺 しい

非常 勤講 師 を採 川1.、 しか も非 常 勤 の コマ 数 そ の もの を半 減 させ た こ と。')初 め て学 長 ・病 院 長 ・兀学 長 の

揃 い踏 み に,1=る 入門 講 義 が実 現Lた こ と。 、1歴史 学 系 と哲 学 ・倫lif'学系 で試 験 を廃 止 し、'「常 点 ・巨視 に シソ

ト[た こ と。P年 度 始 め に オ リエ ン う一 シ ョン を丁 寧 に 行 い 、勉 強 法 や心 構 え を説 い た こ ど,

1^成18年 度 も 、 この,浮価i'it一キ・一プ、 な い しは これ を 【回 れ る よ う、 気 を引 き締 め て 臨 み た い、,

｠
'職 ■ 繍

繍 ■fM 糊 ■ 灘 麟 ■灘 纒■ 鎌 囎口 撚 ｠

科ll名:臓 器 別 ・系 別 講 義ll⊥(医 学 科 第3学 年 後 期 必 修)

1"5≦lv数:1{〕O西 己イ「f委女1:10511ll⊥1～(数:76L[】 ∬{〉こ∴辛ζ:72。406

*ll1'Ulli糸1畳1渠(平 均)

1:贈劉 鴨 騰i「里湖 礁 翌轡::禦 「禦llrl:;㌣

　 　 　　ア　

lll劉 問151惜jl⊥問i7髄

*評 価 に対す るコメン ト

臓 器 別 ・系 別講 義 皿 ユ ーデ でネー7一 高 後 裕

臓 器 別 ・系 別 講 ～毫lllは 、 「膠 原 病 、 感 染 症 、 血 液1内 学 を 対 象11二[た 講 義 ぐあ る 。 学 生 の 総 合II耳〆価 は:;.9とIUl

年 度 とほ ほ 同 じ,1平価 で あ 、た 、,科 目 構 成 に 関 ず る 評f山 は 比 較 的 高1こ(ノ)講 義 の 目 的 と す る もの や 講 義 全 休 の

ペ ー・ン ス に 関 し て は 学 生 に も評 価 さ れ て い るkう に 思 わ れ る[、 学 牛 の 出 席 や 授 業 内 容 を 理 角蝦kう と す!1、

姿 勢 ‡,・気ら れ る 、,学 ノ1の 自 由 意 見 に は 、時 川 数 か 星 り な いLの 意 見 ‡,多か ・た が 、新[い カ リキ ュ ワ ム 〔=は、

チ ュ ー ト リ ア ノし形 式 にLる 学 牛 の 自 発 的 な 学 習 を1'体 と す る こ とか 特 徴 一ξあ り 、 ・Fの 分 講 義 形 式 の1'芝業 は 少

な くな り 、 講 義 の 噴 複 を 僻 け な,う・ら 短 期 集 中1--offな わ 才[る こ と か ら 、 内 容 も 盛nた1さ/… 二な,⊂ い る、、

講 義 のf習 ・復 習 や 、1学 年 で 手 定 さ れ で い る チ ゴ ト リ ア ル 、5学 イi以 降 の'1り ニ カ1[7ラ ・一ケ!・ ゾ プを

通 しC知 識 の 習 碍 に 努 め ζも ら い た いQ
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科 目 名:臓 器 別 ・系 別講 義 皿(医 学 科 第3学 年 後 期 必 修)

履 修 者 数:IOfi配 布 数:106回 収 数:rhllli収 率:71.706

*評 価結 果(平 均)

問1

3.5

問M

:3.S)

ソ

]

ウ

]

問

生

問3

4.2

ロロ150㌻jl6

問4問5

:3.Ei4.1

rl冒170冒181

■一

問6

4.0

問7i-一一
i問8

1問O 問10 問11

:3.y

問1

1.(3.9 7.OI:3.8 .3.9
1-一

問13

1・1.3.7

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

臓 器 別'系 別講 義H・]・ ・デr,一 γ・一 羽 田 勝 計

臓 器 別 ・系 別溝 義IIは3年/1後 期 に 内 今〉泌 代 謝 系疾 患 と腎泌 尿 器 系疾 患 を 中心 に第 内 利 ・第 コ'1f1・ 泌

尿 器 科 ・小 児科 引 鼻up・1喉科 に よる講 義 で構 成 され て い る。 全:1マ 数 は60、」マて 、他 の 臓 器 別 ・系 別講 義 と

比 較[て 相'1縄 の コマ 数 ぐあ る が 、昨f卜同様 、 学 生 か らの 少 数 意 見 、し'Lて1内 容 か膨 人す き る 」、 「内 分泌 代

謝 系疾 患 と腎 泌 尿 皆琴系 疾患 は 別'zJ)枠 組 み の ノ∫か 理 解Lや す い 」 なi二か あ った,,そ(/・ ノ∫て、{料1描 成II怖il

は ほ ぼ1点 前後1'定 の理 解 は 得 られ て い る 【二考え る,,科[内 容評 価 に つ い て も、昨 イ1と比 較 して 令般 的 に

Il'1るIllhの向iが 見 ド・れ 、昨 年 の 反 省 の も 、【'改善 か あ りほ ぼ 妥'1～乃、こ内容 に な 一,たと思 わ れ る。虫た 、ftilの臓 器 別 ・

系 別講 義 で も指 摘 され て い るllう に講 義 の ス'7ジ ビ ー1しか 規 期 に 集 中[て い る こ と や つ の 臓 器 別 ・系 別1満

義1淋 の コ ご数 か 多い こ とに 対 よる1・満 もあ り、臓 器 別 ・系 別講 義 のlljlll賊fヒも 含め た授 業1淋 の 再構 築 化

1玲 後 の検 討 、果題 、ヒLて 残 され た。

Ne¥wP 榊 鷺 騰 `撒 ゼ 騨 ㍉ 蹴 紅 騰

⊂

科rl名:臓 器 別 ・系 別 講 義vq欠 学 科 第3学 年 後 期 必 修)

履 修 呂妾文:1〔〕6西 己イ1∫変女:105回 叫更凄女:7:3ilrl耳 ～Z率:68.9〔[o

*口 、卜fllii糸1畳,㌧k(・iλ」どリ)

I

l昌jlIf"12ri3
ト ド

3.5…1、14.lI

Iπ}」141"115 問16
11†

1.O
I

　昌」1「 書」5r晋 」61"17隅J8「1目9「{月10卜 琶1111t"112「 昌n3ヰ　　　　　キ　　 　　 　 　 キ 　 　　　
3.64.〔}1.{〕1.01.11.{〕4.14.lI1.2:3.9

r717i"118

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

脚1捌 ・系 別講 義 、コ ー 二・"仔 一7… 千 葉 茂

21世 紀 は 、脳 と 二 二う しり時 代 とい わ れ て い る。 二の 講義 は 、 その 領 域 の 障 害 に つ いてfj開 され る,、よな わ

ら、 中 枢 神経 系d脳 ・脊 髄 〕、 お 」、び末 梢 神 経 系 に つ い て の 重 要 な 基礎 知 識 と幅 床 医 学 の 話Cあ る。 講 義 の

評U[tiは、 前1・1と比 較Lて 多 くの問 い で 若十 ス コア か1.か 一,てい る、,こ♂)講義 に関 砲 して いた だ い た 講 師 陣 ・ノ)

努 りか現 れ始 め てい る、,講帥 は 、講 義 の 開 始 時 刻 を守 る こ と、講 義 の 重 要 ポ でン1を 強 調1』る ご1卜、 溝 師 の

川 で講 義1ト体的 流 れ を譜L台 うこ と、 な とは 引 き続 き努 ノ」しな け れは な らな い、,
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[ ■■■■■■■ ■■■■■國■■ ■■■■ ■■ 薦口噂■閣一一 甲叩,剛

科[名:加 齢 ・琶化 と高齢者の医学(医 学科第4学 年 後期 必修)

履修 者数:98配 布数:98回 収数:9fi同 収率98.0%

*評 価結 果(平 均)

問1

3.2

問14

4.0

問2

4.2

り
δ

9

問

一3

問4

3..3

叫唖魍

問5

3.9

問18

問6

4.0

1
問7問8

-

1.OI4.11

問91問10

4.04.2

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

加1齢 ・琶化 と高 齢 者 の 医学 コ ー デfネ ー クー 奥 村 利 勝

1加 齢 ・琶化 と高齢 名の 医 学1は 今イr度新 規 に開 講 し.Vこ れ まで老 年 者で 注 意 す べ き医 学 的 な問 題 は 様

々な 講 義 で 扱 わ れ て きた が 、 今回 こ れ ら を 括 して 扱 う と理 解 し講 義 の 内容 を策 定1.た 。 老 化 に関 わ る遺 伝

rの 最 新 知 見か ら、 〃ll齢に 伴 うノ1体機 能 ・臨 床 検 育変 化 、 ど年 者 特 有 の病 熊 ・疾 患 、QOLの 考え ノ∫な と を

盛 り込 ん だ、,総合評1曲は4.0で あ り概 ね満 足 出 来 るuoと 考 えたU,h目 別 に 見る と問1や4の 授 裳のj㌻習 く〕

復 習 の 項 目が 、3.2,3.:1と 評 価 が 低 く、 次 年 度 は 予 習 や 復 習 を促 す ノ∫策 が 必 要で あ る と感 した、,受講[た 学

生 か ら・ノ)negativeな コ メン トもな く、 次 年 度 も1・・1様な コマ 割 りで講 義 を 構築 す るり

灘顯 燐■㈱ ｠ 欄 ■漁 瀬■ 漁 購凹 鞭 撚圏繍 燃臓

科 目 名:臨 床薬剤 薬理 ・1台療学(医 学科第1学 年後期 必 修)

履修 苦数:98配 布 数:98同 収数:94回 収率:95.9%

*評 価結果 い}λ均)

4
問1 問2

1..3.3.5

陶 丁問15

問3

4.1

問16

贈1⊥響
問17問18

問8問9

4.54.4

問IU-一ru1「 「両12i問1:3

4.4954411.fi

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

臨 床 薬 剤 ・薬 理 ・治療 γ・ユ ーデ 伴 一7一 松 原 和 夫

本 コー一スで は 、 基 礎 薬理 学 で学 ん だ薬 物 が医 薬 品 と して患 名に 適 用 され る場 合に 、理 解 して お か な け ねは

なL')な い 基 本 市項 に つ い て 企画Lた 。 この 企画 に 対す る評filii結果か ら履 修 目的 、 履 修 内容 等 は 、概 ね理 解 さ

れ た の で は な い か と思 う。 しか し、 衣年 度 は 新 々カ リ移 行後 び)初{『度 の講 義 で あ っ たた め 、 充 分 な 内容 に は

至 らな か ・たlfifd_,る々あ る と反 省 して い る。 次 年度 か らは 、 今年 度 の 反 省点 を 生 か し、 試 験 時 の ア ン ケー一ト

な と も参Y;に 、 さ らに よ り良 い講 義 を 目指Lて い きた い と思 う。
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科 目 名:症 候 別 ・課題別講義(医 学科第4学 年後期 必修)

履修 者数:98配 布数:98回 収数:96回 収率:98.0%

*評 価結 果 いF均)

「
問1

'3.E;

問2

4.2

問3 問4旨 問5

4.1 J.514.0

問6

:3.5

6問7
3

51.3.7

問8 問9 問

4.:3.9 3.9

問10

4.0

問11問12

404.0
ヨ一
8

目

一
凱

π

`
「

「1轡 孕161問'7咽

*評 価 に対す るコメン ト

症候別 課 題別講義コーう謹fネー ター 笹 嶋 唯 博

症 候 診 断 学 は 、 占 くか ら 多 くの 教 科 書 が ト梓 され て い る よ うにH常 診 療 で は 極 め て 前要 な 領域 で あ る。 そ

こ て 今回 の 講義 は様 々な症 候 を学 際 的 、網 羅 的 に編 成 され た 企画 で、 これ ほ ど集 中 的 か つ 専 門 的 に講 義 を受

け られ る機 会 は な い であ ろ う、,症候 に よ って は診 断 が 勿岐 に お よぶ もの 、診 断 の 優 先 順 位 が 特 定 され る もの 、

あ る いは ・E症度 の高 い疾 患 で 治療 が 優 先 され るrhuも あ る。 症 候 診 断学 て は 、 裾 野 が 広 い こ とか ら 多 くの講

帥 に よ り編 成 され る必 要が あ り、編 成 は容 易て な い。 衷た 大 部 分 の 講 帥 は症 候学 に関 す る講 義 ノー トは持 ち

あ わ 一N一て い な いの で 、この た め に特 別 に 準備 され た もの と思 わ れ る。講 義 内容 の 部 分 的 な}貢複 は 避 け られ ず 、

学 生 か らの指 嫡 があ った 点 で あ る が 、 その 調 椎 は 今後 の 課 題 で あ る、,これ らの諸 点 を 考慮 す る と、 平均a点

以iの 学 生。・陥iは 高 い とい え 、 制約 され た時 間 の 中 での 壽舶 略 位:の企山講 義 への 協 川 こお 礼 を 申LI:げ る。

凹 騰 黙■ 撚 翻■ 鐡 繍 ■鎌 織 圏囎 ｠ 灘● 騨 ｠

科 日 名:臨 床検 査学(医 学科第4学 年 後期 必修)

履修 者数:loo配 布数:100「]i収 数89 1口1叫.,:89.OP6

*[季平f曲糸11,果 いF」勾)

「
問1

a.Z

問2

4.2

1:轡

り
0

8

日

引

日

」
τ

問16

問4

3.3

問5-1問6

;).8

問'71問18

4.0

問7

.3.8

問8111魎]問11

3.9:3.5323.fi

問12

3.d

問1,3

3.5

*評 価 に対す るコメン ト

臨床検査学コー・デ 梓 一7一 伊 藤 喜 久

学 生 講 義 は 概 ね 好評 を 得 た と理 解t.て い る、,内容的 に 測定 、検 査前 検 査 、 健 常 名 を対 象 とす るな どの 独 白

性 も興 味 を引 い た か も しれ な い。 予 習 す る学 生 も増2て きて い る。 検 査の 基 本が 広 く浸透1て い る よ うで講

演 者 も大 いに 勇気 づ け られ る。 臨 床 検 査医学 は基 礎 か ら臨 床 ま で幅 広 い 領 域 をカ バー す る。 これ らは検 体検

旺1(1[液 、 ノト化学 、 免疫 、 遺 伝 子、 病 原 微 牛 物)、 生 理 機 能 検A(循 環 機 能 、呼 吸 機 能)、 病1'#'検査 な だが 含

まれ、 講 義 に 上 って は か な り内 容 的 に 浅 く広 い もの と、 か な り専門 性 を高 め た 内 容 に わ か れ る こ と もNめ な

い。 従 ・て 、 コ ア カ リキ ュ ラム 、 国 家 試験 基準 もな 杉に必 要 最 低 限 の 内 容 を コー一ス全 体 で担 保 て きる.kう 努

・め てい るり

:31



科 日 名:臨 床 医学概論N(医 学科第4学 年後期 必修)

履修 者数:98配 布数:98回 収数:95回 収 率:9fi。9%

2

3

糊 画「1問鮒

問糊 贈 湖 匿 牌贈1岬1囎

問17悶18

*評 価 に対す るコメン ト

知

人の 生 死 を救 急 医 療 を中 心 とL.て と りあ つ か った つ も りで あ る。

前期 の 系 別講 義 と重 な る とこ ろ も少 な くな か った か も しれ な い が、 医 師 として す べ て の 人 が 考 え た り、 身

に つ け た り しなけ れば な らな い 分野 であ り、 今後 は 弔複 に留 意 しな が らも、 く り返 す 部 分 は くり返 して 講 義

纈 鰯 輔 ■ 鞭 撚■ 熱 撚繍 ㈱ 灘圏 無 ｠

科 目 名:1臨 床 医 学二概 論li(医 学 科 第3学 年 後 重り1必 修)

履 修 者 数:1〔}1配 布 数10.1回 収 数;100回 収 率:915.2%

*謂llli結 果(・1!」 勾)

問1i問2i問311;14問5問6i

III-一 一一上
i
!問 目 …川15i問16r昔ll7問18　 ぼ 　

1曾11:Ii._

*評 価に対 する コメン ト

…問7

1.1

卜A18119「 佳i10「 昔JllI"112

4.21.21.24.1.j.91.2

臨 床 医'1・概 論IL卜 一'・梓 ・一マー 藤 尾

塩 野 副 学'長(法iワ 、学)3コ マ 、 占 田 教 授 ほ か 健 康 科'γ二講 座 ス7・ ・76コ マ 、 一一般 教 育 社 会 学2コ マ 、'～ れ

に 筆 ～1(歴 史 ・哲 学 〕 か1コ マ 担 当 し た り 得[名 は 「臨 床 医1」絢 ム セ と な1,て い る か ス7ノ ーべ ・内 容6k),/礎

医 学 ・ 一般 教 育 か 中 心 て 、 発 星 当 初 か ら 「誤頭 を 掲 け て 狗 肉 を売 る 」 ヒ批1ドr修 れ て い た 科 目 ⊂あ る。

1π4,カ ・カ・才,i,-1r、R/1:flLま 平 土ろり3.71土[二1二 ∬乱」室iし 一(』/・/ニイくf1日(ノ)詮rf而力・、2ftL1`ノ)ノ 戸1口1、4jlt二/tセ ・ノ)lj

l点 る隔突 破[た 。 こ のkう に ア ・7し た 原 因Il`Lて 考 え ら れ る の は 、 前 跡1)「 臨 床 医 学 概 論1一 の 反 宕

に 、ン、,て 期 斗く試 験 をCBTや 国 家 試 験 を 意 識Lた 択 一問 題 で 揃 え た 二L一 二、 教 員 間 の 講 義 内 容 か ゲ ハ ∵

kう 調 整1た こ とに 尽 き るIl二思 わ れ る 。 批 判 的 意 見Uて は 、Ir員 ♪・1)「義 ・† 張 を 押 し 付 け る.ピ ー;t

/ドす る 教 員 か い る 」[ス ーラ でiた け で 一ノリ ン ト を 配L',な い 教 員 か い る1かNに(1い た 。

ま た 、 ∵ ・1)科一目 は 不 要 で あ る 」[二 す る 声 か4名 か ら あ ≠,、 確 か に 、 広 義 ・1)倫理 キ 扱 う 「客1会1う、学 」,L礎」

U八 「〕 、1'「臨 床 医 学 概 論 」 〔T--nと で120コ マ も あ る ヒい ・うの は 、 多 す き る か!、tれ な いII

教 育 課 積1編 成 委 員 会 の 審 議 事 項 唄 ⊂い た た き た い 、、
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科 目 名=社 会医学 講義(医 学科 第4学 年通年 必修)

履修者数:99配 布数:981・1収 数:87回 収率:88.8%

*評 価結果 いF均)

陶1
:3.1

瞬
聞15 問16 問17摘181

[

*評 価 に対す るコメン ト

社 会 医学 講 義 コ・一デ 律 ・一クー一 吉 田 貴 彦

昨 年度 衷で 衛 生学 、 公 衆衛 生 学 は 、 法 医学 の3科 〕で あ っ た が、L%it度 か ら統 合科 日1社 会 医 学1と して

開講 ざれ た、,衛生 ・公 衆衛'L'rは 臨 床 隆 学,[二並 行 して 第1学 年 に開 講 され 、 中,1∫学 や 各種 布 害 因tに よ る健

康障 害 な ど症 候学li勺な臨 床 医 学 に近 い 領 域 か ら、 医学 ・保 健 統 計 、医 療 行政 ・法 規 な ど暗 記 が 中 心 とな る領

域 まて及 び 範 囲 が 広 い ため に捉 え所 が 無 く感L.ら れ て い る 上 う であ る。 医 師 国 家 試 験 のf相 な の 冒(講義編 成

は コ ア カ11と 国駅 試験 出題 基 準 と出 題 傾 向 を意 識Lて い る が、 受 験 は 先の こ とで あ り集 中1.に くい 血 もあ ろ

う。 臨 床 医 に 進 む と して も 予防 医学 的 な 考え は 今 後 一層 必 要 と され るの で 、 そ う1.た 講 義 ・試験 も取 り 人れ

た が 、理 解 が 得 られ て いな い よ うで あ るn興 味 を持 らやす くす るL尺 を心 士串1'た い。 また 、 第3学 年 開講 ごノ)

臨 床 医 学 概論1お よびllや 、他 の 科Nと の 重 複 が指 摘 され て い るが 、現 在 全学 的 な 見直1.が 進 め られ て お り、

その ・環 と1て 見直1を 進 め る。

灘■灘 灘 ■錨 醗■ 黙 灘■ 簾 撒■ 灘 灘闘纏 ｠

噌

科 目 名:形 熊 機 能 学(看 護 学 科・第1学 年 後 期 必 修)

履 修 者数:fiO配 布 数:601111収 数:591111収 率:98.306

*,;平 佃Ii糸吉果(・1え 均)

3.3

蜘 剛 問16
凱 陣1多

ヨ

*評 価 に対 するコメン ト

形態機能学ヨーデ ヂ若一7一 岩 元 純
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幽 ■■ ■圏 ■一 ■■鱒 一 ■■ ■■■■■ 一國繍一 一 一一一 一

｠

科 目 名:疾 病論(看 護学 科第2学 年後 期 必修)

履0零者数:59酉 己イl」委女:59111叫 又数:58

*評 価結果(平 均)

問劃嬰1漕葱
lll罪r弊

問14問15問1fi問17問18

3.fi1

*評 価 に対す るコメン ト

獺口 燃 ｠ 灘■ 繍

回 叫更率:98.<306

問9

3.5

疾 病 論 コ ー デ でネ ・一ク・

徽■ 轍 騨■翻

科 目 名:代 謝 栄 養 学(看 護 学 科 第2学 年 後 期 必 修)

履 修 名数:59配 布 数:591ul収 数:58回 収 率:98.3%

*,譜4f位巨糸占外ミ(平 均)

問11

.3.64.ol・3

燃 臓盤

純

｠

聞綱 間3
1::糾1師

問4摘5問6廟7

;3・1:3・gl4・3:3.

問171菖Jl8

*評 価に対す るコメン ト

問8問9

i.13.7

問10問11

:3.,3 7

12

8

問 問13

3.9

:34

代謝犠 学コーデrネ ー クー 野 村 紀 子

(



実習企画(ま たは演習企画)1
ー

ワ
】
り
」

問

問

問

強 くそ う思 う

い や 一や思 う

31ど ら ら ともQえ な い(酋 通)

1つ あ 衷 りそ う思 わ な い(あ ま り良 くな い)

レ 全 くそ う思 わな い(良 くな い)

 

4

5
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7

8
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B
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協

17
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問

問

問

問

問

間

開

問

問

間

問

問

間

問

問

5

こ対する学生評価

事 前 に配 布 され た 資 料 を読 む な と予 習 を しま した か。

づ{習(演 習 〉{こ毎 回}1け畠Lま しtこカ・o

実 習(演 習)に 積 極的 か つ 真r山目に参 加Lま した か 。

実 習(演 習)の 目的 は 履修 要項 やガ イゲン ス で明 確 に 不 され まLた か。

実 習(演 習)は お お む ね ス ケシ ュー ル に沿 って 行 わ れ ま 〔た か,,

学 牛 数 に 対/.て 指 導 担 当者 数 は 適 切 でLた か 。

指 導 担 当 者 は適 切 な指 導 能 力を備 えて い ま した か 。

才旨」尊イヒi当者 間 び)連』跨は適 切 で し たカ・o

実 習(演 習)の 内容 は 、関 連 す る講 義 科 目の 内容 と対 応 が とれ て い 姓 た か。

事 前 に 配布 され た資 料 は、 実 習(演 習 〉 を進 め るLて 役 、レ.らま した か.

実 習(演 習)に よ っ て技 術 をt一分 に 習 得 す る こ とが で き ま した か。

実 習(演 習)内 容 の 難 易度 は 適 切 で した か。

課 され た捉 出物(レ ポ ・一トな ど)の 吊や 内容 は適 切 でLた か。

実 習(演 習)は 今後 の 学 習 へ の 意 欲 を増 す 内 容 でt.た か,,

実 習(演 習)用 の 設 備 ・機 材 ・川 具な とは性 能 とr-i.41の山 て ト分 て 〔た か、,

安 全 に 対 す る適 切 な 指 導 と配 慮 が な され て い まLた か。

学 生 の 人権 に対 す る配 慮 が な され て い ま した か。

この 実 習(演 習)は 全 体 と1.て 満 足 て きる もの てLた か、,

(非常 に良 い)

(良 い)

｠ 獺 ■灘 構門 縦 灘■縄 撚 ■鰹 撚 田灘 灘臓 繍 ｠

4

科ll名:実 践 看護 技 術 学(看 護 学 科 第3学 年 後 期 必 修)

履 修 占 数:73凸 己ギ巨数:7:3LIJ∫{必 数:73回 叫}{率:100,°0

*lI・Fでrirl糸占果(・F均)

問1

3.8

問14

X1.0

1　ll磐

問15

:3.8

31

4

問4

1.〔 〕
[

問5
「

問6問7問8 問

4.3

1
:3.69.'?1.3.9 4.

P916「it]171菖jl8

4.114.113.9

間10

4.1

問11

'3.Ei

問12

'3.7

問13

:3.7

*評 価に対するコメ ン ト

実践岳 隻技術学コーデ でネー7一 服 部 ユ カ リ

学 生 の 自己評fllll3項Nの'1え 均 は4.4で あ り、 例年 通 り 自己評 価 は 高 い、,

演 習 計 画の5項 目の 平 均 は4.0で あ り、 この 中 で は実 習 指 導 者数 に か かわ る項 目の 得 点 か3.hで あ り最 も低

か った,、70名 て演 習 を実 施 す る場 合、2、3人 で 指 導 せ ざ るを 得 ず 、 よ り密 度 の濃 い演 習 を実 施 す るた め の

方策 が 今 後の 課 題 で あ る。

演 習 内容6項[の 平 」句は3.9で あ り、 この 中 で最 も低 か っ たの は 、 技 術 の 習 得 に 関 す る項Nで3.6あ ・・た。

4イ1制 の 看護 系 大学 で は 、卒 業生 の 看 護 実 践能 力を 向i .させ る こ とが 大 きな 課 題 に な って い る。こ の こ と と、

先の指 導Y数 の 課 題 と4、考え 合 わせ る と、 効 果的 な 演 習 の あ り ノゴに つ い て検 剤 が,Y,で あ る。

演 習環 境 の3項 目U).li.均は4.0で 設 備 ・機 材 ・用 具の 項 日か 最 も低 く3.8で あ った 。 設 備 等 の 整 備 も徐 ノ・に

進 ・v)てい きた いQ

全体 に つ い ては13.9て あ り、 一応 の 合格点 で は あ る か 、 今後 さ らに 改 善 す べ き点 が あ る。

【D3



科 目 名:基 礎看護 技術学1(看 護学科第1学 年後期 必修)

履修 者数:fiO配 布数;fiO回 収数:EiU回 収率:100.0%

*評f曲 糸占果(1え 均)

隈厚
問14

4.2

問15

4.:3

問・ 画 澗 ・
X1.74.Cil4.6

問16

4.4

間17

4.0

問18

×1.3

限1岡 塑 、
唖 「廊 ・i問11

、,5墨
問12

4.? 糊

*評 価 に対 するコ メン ト

基礎石護技術学1コ ーデ ィネー ク・一 升 田 由 美 子

基 礎 看護 技 術学1は 、 今後 の 看護 技 術 学 習 の 基 盤 とな る科 目で あ る。 看 護 技 術 の 習 得 に つ い ての 評 価 は3.

9で あ り、学 生 は 看護 技 術 を ト分 に習 得 で きた とは 感 じて い な い.演1?iの 時 間 内 で 看 護 技 術 を習 碍 す る こ と

は 困 難 で あ り、学 習 を繰 り返 して1身 に 付け て い く1も の で あ る こ とか ら 考え る と、 これ は 妥'1/な評価 と考

え る。 提 川 物 のri.y1に関 して は:3.7と 他 の項Hと 比 較 して 低 い 。 限 られ た 演 習 時 間 を効 果 的 に活 用 す るた め の

'lf前学 習
、 演 習 を終 え て の 白己 評価 を提 出物 と して課 した こ とが 影 響 して い る。 他 の 項llは1点 台 、 全 体で

は4.:1と い うliL卜価 であ っ た。 ほ とん との学 生 は'r.欲 的 に 演 習 に 取 り組 ん で い るり 休 暇 中の 実 習 室 使 用や 、 自

己 学 習 時 に 教 員の 助F〒を受 け た い 旨 が 白山記 述 に述 べ られ てい た 。 これ に対 し.て、講 義 の 空 き時 間 を活 川 し

た1実 習 室 ア ワー-1を 設 け て 、教 員の 助 言 を 受 け や す い環 境 を整 備 してい くu今 後 も 目標r石 護 技 術の 習 得1

び)た、ソ)}こ、 上 り.Lいa受 業づ くり右寸H旨 〔た い。

棚 購 ｠ 灘■ 蹴 織圏 鯖 騰■ 翻 繍凹灘 繍■ 鰍

科 目 名:生 命科学実 習lll(医 学科第1学 年後期 必 修)

履修 ～「数:93配 布数:90回 収数:901"1収 率:100.0%

*11`1,価 結 果 いド均)

問1

4.1

問11

;3.5

間3問2

・.・4.・ 二巨

晦1問1・ 問17
:3.94.34.;3

問4… 問5

1

澗G1問7

4・Eil3・6 :3.i

問8問 問10「 間1】1一 両12:問1.3
イ　 　 セ 　 ぼ

:3・2」34・Ol3・ §-L:i.9

撫
*評 価 に対す るコメン ト

生 命科 学 実 習lllヨ ー こぞ デネ・或 一 高 橋 龍 尚

問8の[指 導 担 当 者 間 の連 携1に つ い て は 、評 価 値 が不 す とお り十 分 で は な か コ た こ とを反 省 し 生す。 レ

ポ ー トの 表現 や 内 容 に つい て の 価f直基 準 に 教 員間 で 差 が あ 日 たた め で ず。 レポ ・一トを受 け た際 には 、や る気

の あ る学 生 や 色 セなt備 を予 め 行 って きた学 生 に は 史 な る 発展 を期 待・し、1年 生 の レベ ル を超 え るLう な説

明 も個 別 て 行 い1:iた 。 この よ うな 状 況 が 成績 評 価 に つ いて 受 講 牛 に 不 安 をい だ か せ た 上う で ず。1ト体 の 評

価 は昨 年 に比 べ 良 くな っ てい る と思 わ れ ます。[か 〔一、 問181こ の 実 習 は 全 体 と して 満 足 で きる か 」の 評 価

は3.8に と と ま ・て い 生す。 目標 の5を 〕指 して 史 に/R力 した い と思 い ますn

(

3fi



科 目 名:基 礎医学実習1(医 学科第2学 年後期 必修)

履修者 数197配 布数:97回 収 数:96回 収 率:99.O%

*評 価結果(平 均)

問1問2問3問4問5

4.'34.94.54.64.7

問14

4.6

問15

4.4

r71s

4.4

問17

4.4

問18

4.5

問6

4.0

問7

4.3

問8 問9 間10 問ll 問12 問13

4.1 4.5 4.6 4.1 4.1 生2

*評 価 に対す るコメン ト

某礎医学実習1コ ーデ ィネー ター 吉 田 成 孝

今年 度 の2年 生 は 新 々カ リキYラ ム3年 目て 基 礎 医学 実 習1も 昨 年 の 反 省点 をふ ま えて マ イ・,一 プ」 ン ジ

を 行 っ た。 系統 解 剖 の時 間配 分 をF準 化 し、 放 射 線 画 像 読 影実 習の コ ン ピ コー ク使 用 を大 幅 に拡 充Lた 。学

fl'の評 価 自体 は 昨 年 度 とほぼ 同様 で あ るが
、 通 年 通 り充 実 した実 習 が で きた もの と考 えて い る。 今 年度 は 系

統 解 剖 での 教 員数 も適止 化 された が、 も っ とj寧 な指 導 を 望 む 声 も聞 か れ た。 教 員側 に も反 省す べ き点 は あ

る が 、何 よ りも学 生 諸 君 の 自}㌔的 な 取 組 み が 肝 心 で あ る事 を こ れ か ら も強 調 して い きた い 。 全 体 の 枠 組�xと

しては 固 ま った とい え よ うが、 映 像 機 器 の 使 用 の 充実 を!〉後の 第一 の 課 題 とし、 学 生 臼身 の 動 機 付 け と実 習

全 体の 目標 達 成 に 向 け て 、 さ らに1二夫 して い きた い。

醗闘 撫 欄 口繍 繍■ 鎌

(

科 目 名:人 間 科 学 実 習(看 護 学 科 第1学 年 後 期 ・必 修)

履 修 者数:60西 己イ1∫数:fiO回 耶4数:60回 耳又率:100.O%

*評 価結果(平 均)

問!

.3.7

問2

4.8

り
」

エ腔
口r

一
8

一

・

一
4

問4 悶5一而 で 問71問83 問9

4.2

問10

4.4

問ll

4」

問1

3.14.2 4.44.0 4.4h.2
一

隣 癖 稗謄i

問1,3

3.ri

*評 価に対 するコメン ト

燗 科 学 実 習 コー デ でネー ダー 林 要喜知

人間 科学 実 習 の評 価`1`均 点 数(問4-18)は4.1'?で あ 一・た 。 咋 年 度 は3.98で は ば1"」様 の結 果てあ ・・た 。 評

価 内容 をみ る と、1)レ ポ ー ト量 や提 出 期限 が適 切 であ る か(問13=3.b)、2)学 習意 欲 を増 す 内容 で あ っ

た か(問14-3.8)、3)実 習 の 難 易度 が適 切 か(問12=`3.9)な との 項 目等 が 、 低 く評価 され て い た 。 学 生

評 価 の 具体 的 コ メン トに は 、 今後 の ・n教 育 に どの よ う に 役i%:つか とい う視 点 か ら実 習 内容 を 門 考 して ほ し

い とか 、 説 明 に不 親 切な ケー スが あ っ た の で、 改 善 を お願 い 〔.たい とい う個 別的 な要 望 が あ っ た。1)に つ

いて は 、 今 回の 提 出期 限 が 定 期試 験 直 前 で あ っ た か らで あ ろ う。 今 後 、 時 問的 な ゆ と りが持 て る よ う に配 慮

[た い.2)や:3)と コ メン トは 関連 す る こ とがあ るの で 、 看 護 教 育 に よ り相応 しい実 習 内容 を包 括 的 に検

討 して い きた い と 考☆て い る。
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科 目 名:生 命科学実習N(医 学科第1学 年後期 必 修)

履 修者 数:94配 布数=80回 収数:71回 収率:88.8%

*評 価結果('卜 均)

問1間2

3.54.8

陛膿

問3 問4 問5 問6

3.8

間7

4.'34.5 1..3 4.4

問16

4..3

問17胸18
1

4.`,3「4.1
一

問8

9.1

「問91問10

1 問11 問12

3.8

問

'31.4:4.4
1

4.1

問13

'3.8

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生命科学実習Nコ ・一デ でネー ター 渡 部 剛

2-3イ1前 か ら 、 組 織 標 木の ス ケ ッチ 捉 出 課 題 を 減 ら し て ほ し い と い う 意 見 が 学 牛 か ら 多 く寄 せ られ るk

う に な'・ て き た の で 、 本 イ「度 か ら 思 い 切 っ て 提 出 課 題 を,,分 の1に 減 ら し 、 そ の 分 、 実 習 期 間 中 に 行 う ス ラ

イ ドラー9ス、卜(ノ)酉己,1∴〔を 高 くLた 。 こ(!),」～糸貞評4山(/)ノ∫浸、がa{プ 」カ・ど う か に つ い て は 、 さ ら にfロFi'1昔」か 、=(ノ)力法 る・

継 続 し て み る 必 要 が あ る と思 わ れ る が 、 授 業 評fllhの 評 点 は 平 均1点 強 とfYf:年 よ りll・11:1.学 牛 サ イ ド か らの 忌、

見 も お お む ね 好 評 で)')たQ

(

｠ 鰯■糠 懸 ■灘 獺 口騰 鱗 ■懸 懸闘 灘 糠 闇 囎 ｠

科 目 名:生 命 科 学 実 習11(医 学 科 第1学 年 後 期 必 修)

履 修 者数:93配 布 数:8911Il収 数:89同 収 率:100.0%

*評 価 結 果(・1/一均)

1鍵駕憐 「鳴
1鵬溌{1柵 轡劉糊轡

lll珊∵暦1臨 噛i
-一 一 一111一 一

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生 命f:隊 実 習1コ ・一デ 梓 ・一クー 谷 本 光 穂

評fllilの単純1Fjでり値 は昨 年度 の 評 価:1.88で(Y)り 、/¥1-11は3.98と な ・)一ぐい る、、授 業の 改[/)兆1一 が 見 られ る 」

うで あ るか 、1ヒこ々 意識 的 に改 善 した か思 い当 た らな い 。 周 集 団 の学 生 か変 わ ・た こ と1・らい で、誤 差 の範

囲 な の か も[れ な い が 、概 ね 良 い評 価 を受 け た1レい 、て 上い 、、た だ[、 問14(実 習 は 今後 び)学習 へ の意 欲 を

増 寸 内?'rて1た か)の 評 価 が3.5(咋 年 は3.2}と な 一・て い て 、 相 変 わ らず1R個 の 設 問 中 最 低 評Illl「一ξ決 して 良

い3・は い え な い 、,より発 展的 で 興味 を増 す 、ヒうな 内 容t,'企 画 す る必 要 か あ")そ う に思 わ れ るΩ 前 期 にf1,て

い る講 義(生 命税学IDと 連 動 させ る と、 少 しは 興 味 を増 す か も知 れ な い、,1か[、 時 間 割 変 更は 至難 の 業

で あ り、 簡 単に 解 決 て きそ うに な い。 教 員の 指 導 力にか か,て い るの か も しれ な い。

.34



`

科ll名:社 会医学実習(医 学 科第4学 年後期 必修)

履修 者数:98配 布数:981111収 数:87回 収率:88.8%

*評 価結 果(・F均)

問14問15

3.41:i.;3

B{」16π{ll7el8

3.fi3.Ei.34

問13

3.3

*評 価 に対 するコメン ト

社会医学実習コーデ 梓 一ター 吉 田 貴 彦

村 会医 学 実 習 とLて 衛 生学 ・公 衆衛 生 学 ・法 医 学 領 域 が 合同 実 習 を 行 一・た2年 目で あ る。 衛/1公 衆衛/1・学

領 域 で は学 生 グ ルー プ 毎 に 別 個 う一 マ の 研 究 実 習(実 験 、 調 査な ど)を 行 い 、法 医 学 領域 では 全 員 での 実 習

と講 義 が 千Jわれ た。1,礎 系実 習 の うち 最 も高 学 年 で臨 床講 義 等 と並f」Lて11な わ れ 、特 に/〉年 はCBTが 実

施 され た第1学 年後 期 の 開講 であ っ た ため 、実 施 時 期 や 発表 会 ・報 告 書 等の 負担 量 に対 す る批 判 が あ'・た 。

18の 学 ノ1グノレ ープ が 個 別 デ ーマの 研 究 実 習 を 行 った 衛 生 公 衆 衛 生学 領 域 を5名 の 教 員 て担 当1.た た め 、 教 員

数 、 教 員連 携 、設 備 ・用 只の 充実 に ・『,いて 厳 し い評 価 結 果 で あ り、咋 イ「度 よ り も総 合評fllllが0.4ポ イン ト低

ドLた 。'1'後 の 研 究 に 役 立 つ事 を 考慮 に 入れ 、 実 際 の 研 究 に近 い実 習 を実 践 す るた め あ る程 度 止む を得 な

い 部 分 もあ るが 、担 当 教 員数 、実 習 機 器な どの 制 約 が あ り全 面 見直 しの 必 要 があ る か も しれ な い。 彩1度 は
,.,,!a'

i'r領 域 も 令時 間 を実 習 に 充 て 、学 生 グ)L一 プ を 分担 す る事 に よ'・て指 導 時 間 の 確 保 を 図 りた い。 各学 ノ1.

が 個 別 に様 々な 実 習 に取 組 むの で発 表 会に て 体験 を 分 か ち 合 う事 は意 義 があ る と考 えて い る。

｠ 灘鋼 灘 羅凹 繍 灘駆鰯 繍 凹熱 ｠ 灘纏 繍 騰顯

科li名:生 体観察実 習(看 護学科第1学 年後期'必 修)

履 修 者数:fiO配 布数:60回 収数:59回 収率:98.3%

*評 価結 果 い1弓どの

[問1

「

1 問2 問,,., 問4 問5 問6

.2 4.8 4.7 4.3 4.5 'i.9

一 一一一一

14問15 問16 問17 問18
一一一 一一一一一一

.04.1 4.2 `3.7 4」

1
問7

4..3

問8

4.1

問gi問10

4.314.2

間11

3.S)

問12

3.fi

問13

38

*評 価に対するコメン ト

生休観察実習コーデ 梓 一 クー 岩 元 純

39



國■■■■■■■■■■■■■鱒■闘幽■■騨飼陶一一 ・一一

あなた白身について

実習訓画

実習内容

実習環境

総合評価

臨地看護学実習企画に対する学生評価
問1事 前 に配 布 され た 資料 を読 む な ど、 」㌦習 をLま した か。

問2実 習 に 積 極的 か つ真 而 目に参 加tま した か 。

問3実 習 目的 ・実 習 目標 は ガ イブン スで 明 確 にTさ れ ま した か。

間4実 習 は お お む ね ス ケ ジ ュー ル に沿 ってfJわ れ ま した か。

問5学 生 数 に 対 して指 導 教 員数 と実 習 指 導 名 数 は 適 切で した か。

問6指 導 教 員 と実 習 指導 者 の連 携 は とれ て い ま した か。

問7実 習 の 内 容 は 、 関連 す る講 義 科 目 と対応 が とれ て い ま した かi,

問8受 け 持e,患 名 の 看護 の 難 易 度(コ ミ;L一 ケ・一シ]ン も含 め て)は 、適 切 て

した か 。

問9看 護過 程 につ い て、指 導 教 員や 実 習指 導 者 か ら適 切な助iゴが 得 られ ま した か。

問10看 護 技 術 を実 践 す る機 会 が 多 く ケ・え られ ま した か 。

問11カ ン フ ァ レ ン スで 有意 義 な 討議 ・討 論 がitわ れ ま した か。

問12課 され た 実 習 記 録 ・レポ ー トな どの 旦 は 適 切 で した か。

問13実 習 に よ って 看 護 職 者 をめ ざす意 欲 が十 分 に高 ま りま した か。

問14実 習 場 の 設 備 ・機 材 ・用 具 ・物 品等 は必 要 卜分 な 質 と量 で した か。

問15安 全 に対 す る適 切 な 指 導 と配慮 が な され て い ま した か 。

問16学 生 の 人権 に 対 す る配 慮 が な され て い ま した か。

問17こ の 実 習 は 全 体 として 満 足 で き る もの で した か。

◎ 強 くそ う思 う(非 常 に 良 い)
IUや や思 う(良 い)

ga/ど ヒ,らとも 言 え な い(晋 通)

(2)あ ま りそ う思 わ ない(あ ま り良 くな い)

IP全 くそ う思 わ な い(}:く な い)

(

繍 門 顯 ・ 繍 口 獺 凸
川騰 圏

科 目 名:基 礎看護学 実習(看 護学科第1学 年後財/必 修)

履修 昔数lfiO配 布数:60同 収数:(iOL・1収 率:100.0%

*評 価結果 い1乙均)

膿

1
問14

4.5

十
川2-一一

4.7

問15

4.4

問3

4.fi

問1}

生3

問4

4.Ei

問17問18

4.6

問7

X4.5

問8

4.1

問9 問10 問1

4..3 3.8 4.:

12

7

日

3

R 問1,3

4.r>

*評 価 に対す るコメン ト

基礎看護学実習コーデ 律 一 タ・・ 升 田 由 美 子

この 実ICIは 、 人院患 者の 生 活 や慮 者 自身 が受 け て い る看 護 援 助 を観 察 し、 看護 に対 す る 興味 と学 習d){_一{

べ ・一シJン を高 め る こ とを ね らい と して い る、 臨 床 の 看 護 師 と行 動 を共 にL、 患 名 の様 子 や 行 われ てい る 石

護 を観 察 す る こ とが 主 な 実 習 内 容 で あ る。 評価 の 結 果 か らは 、 学 生 はf習 を し、 積極 的 に実 習 に臨 ん だ と思

わ れ る。i問10石n技 術 を実 践 す る機 会1は 、 実 習 病 棟 に よ り患 者 様 の重 症 度 が違 い 、学 生 の 段 階 では 介 入

が難Lく 実 践 機 会 が 少 な か 一,たの で は な い か と 考え る。1問1,3看 護 職 を 目指 す 意 欲 が高 ま・・た か1、1問17実

習 は 満 足 で きた か1は 、共 に 高 い 評 価 で 実 習 の ね らい は達 成 で きた とい え る。 この学 習 意 欲の 高 ま りを 維 持

L-、 次fi度 の 臨地 看護 学 実 習 に つ な げ られ る 上 う学 生の 努 川 こ期 待 す る と 共に 、 よ り充実 した 授 業 ・演 習 か

展開 で きる 上 う努 わLた い。

1
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科 目 名:看 護過程論実習(看 護学科第2学 年後期/必 修)

履修者数:60配 布数:51回 収数:51回 収率:100.0%

*評 価結果(平 均)

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13

4.5 4.6 4.3 4.3 3.8 3.5 3.9 4.1 4.2 3.4 3.5 3.3 3.7

問14問15問16問17問18

4.114.213.513.9

*評 価 に対す るコメン ト

看護過程論実習コーディネーター 升 田 由美 子

看護過程論実習では、看護過程の展開 ・看護技術の実践 とともに、実習に臨む態度、看護者としての倫理

観とコミュニケーションの重要性を学ぶことをねらいとしている。概ね3.5以 上の評価であったことより、

学生にとってある程度満足できる学習であったと考える。実習病棟の特徴 と受け持ち患者様の状況により、

学生が体験する内容は多様である。臨床 というダイナミックな場では、「看護技術を行う機会や実践内容」

に差があることはやむを得ない。また、「カンファレソスでの討議 ・討論」の評価が低 く、カンファレンス

運営に関する準備が必要 と考える。テーマに関して討論する訓練の実施を検討する。「実習記録の量」に関

しては、初期計画立案の負荷が評価に反映したと考える。看護過程の展開方法の実際を学ぶために、計画立

案の時間を確保したうえで、立案 した内容を実践できるよう考慮する。次年度の看護過程論実習がより効果

的に行われるよう努力したい。

■■■灘 織■■■■■騰 糊口■■■引繍 轍欄■幽繊臓撒 繍口■■■■灘 糊■■■■■騰 鱒■■■■■静 、順 口■■

科 目 名:地 域保健看護学実習 π(看 護学科第4学 年後期/必 修)

履修者数:67配 布数:60回 収数:58回 収率:96.7%

*評 価結果(平 均)

問1 問2 問3 問4 PQ95

3.6

問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13

4.2 4.2 4.1 3.7 4.1 3.7 3.3 3.7 2.9 3.4 3.0 3.4

間14問15問16問17問18

3.313.613.713.5

*評 価 に対す るコメン ト

地域保健看護学実習IIコーディネーター 北 村 久美 子

全国的に看護系大学の増加や保健所および市町村における保健師の増員が困難な中で、看護系大学の臨地
実習は地域において大きな問題 となっている。北海道 も全 く同様である。そこで、道庁は保健所実習校の調
整を行い当大学は11年 度以降8保 健所、6保 健所、4保 健所での実習であ一)たが今年度(17年 度)か ら2保
健所に減少 した。実習は上川保健所 と富良野保健所でそれぞれ2週 間 となった。目まぐるしく変化する行政
施策により現場で求められる保健師活動は大きな変革期に来ている。このような背景の中で実習に先立ち、
教員が現場に赴きあるいは指導者に大学に来て頂き数回に及ぶ学生実習のための会議を持ち、これまでの実
習目的 ・目標 ・内容に加え、特に実践能力を高めることも意図的に強調した実習内容とした。 この度の学生
評価では、昨年度 と比べ 「問5」 「問6」 の教員 と指導者の数、連携は得点が高かったが、その他の項 目は0.
1-0.9ポ イントの開きですべて低い結果であった。教員は、毎 日実習現場に出向き指導者 と教員が一体 とな
って実習指導に力を人れた。その成果が 「問5」 「問6」 に表れたようである。 しかし、実習 目標 ・内容を
今、現場の保健師に求められている内容に少しでも近づけようと実践力向上を目指したところに多少無理で
あったことが判明した。要因の一つに1グ ループ当たり学生数は16^-17名 で個hの 学生に対し丁寧な対応に
至らなかったこともあり、今後は学生の満足度が高められる実習 となるよう検討することが当面の課題であ
る。
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科 目 名:小 児看護学実習1(石 護学科第3学 年後期 必修)

履修者 数:60配 布数:57同 収数:55回 収 率:96.5%

*評 価結 果('卜 均)

問1

4.1

問2

4.6

間3

4.2

問16

問4 1問5{問6 問7 問81問9
1

4.2.3.e

問10i

3.4

問11間12

.3.8[4・3

問13

3.94.4
…1

.13.61 e),1

問17

4.2

問14 問15 問18

1
4.0 4.0 生i

*評 価に対す るコメン ト

小児看護学実習1ユ ーデr・ 一 岡 田 洋 子

最 も高 い評 価 項 日は学 牛 自身 に つ い てで 、 実 習 に 積 極 的 か つ真 両 目に参 加 した(4.6)て あ った 、,健康 な

小 児の 理 解 に 関 す る学 習 が終rし た段 階 で 実 習 を組 ん で お り、学 習 の時 期 ・順 序 性 が 、実 習 へ の動 機 づ け ・

積 極 的 参 加 に つ な が っ て い る と 考え る。 最 も低 い評 価 項Hは 実 習 内容 に つ いて で 、 看 護技 術 を実 践 す る機 会

が 多 く ケえ られ まLた か(3.4)で あ ・た。

金 曜 日(帰 校 「1)は 、')の 保 育園 実 署 生 が'緒 に な りカ ン ソ ァラ ン ス を開 き、 実 習 体験 の 共 有'ま とめ

を行 な い 要 望 等 も聞 い て い る。 要唄 等 に関 す る発 白な し。 子 ど も と接 す る体 験 が 乏 し く育 って きた学 生 に と

って 、 病 児 を理 解 す る学 習の 前提 と して 、 保 育 園 実 習 は 貴重 な 体験 学 習 の 機 会 とな っ てい る。18イ1度1J,降 も

現f1の 実 習 を継 続 して い きた い と 考え る。

白山 記載 欄 に 書 か れ る 内容 をみ る に、 評 価 の 意 味 ・目的 等学 牛の 評 価 能 力 を育 て る必 要性 を感 じる。

な お 、評 価 項 目の 実 習 内容 は 、病 院 実 轡 と異な るた め この 評価 表 を用 いて の 評 価 に は無 理 が あ り ます 。

i

｠｠ 纏 ■ ■臓 騨 聯顯臓 澱 鱒 凹糠 徽■ 灘 灘凹 継 ｠ 蝋■

科[名:老 年看護学実 習(看 護学科第3学 年後期/必 修)

履 修 者数:60配 布数:57同 収数:55回 収率.9G.5%

*評 価結果 いF均)

問1

4.5

暖

問2

4.6

問15

3.9

問3

a.z

問ie

問4

4.4

-一

問17

問5 --

3.8

問18

1
問fi問7 問8

一一一

閥9 問10 問11 問12

:3.8

一一

3,813.8
2

4.〔} 4.2 1.0 3.8

X3.9 4.1

慨1

*評 価 に対 するコ メン ト

老年看護学実習ヨーデ でネー クー 服 部 ユ カ リ

学 生 の 白 己学 遡 に関 す る2項 目の'四 勾は4.6で あ り、 例 年 と同 じ く自己 評価 は高 い。

実 習 計 画 に 関 す る4項 目の 平 均 は4.1で あ りこ れ も全体 と して は 高 い評 仙 で あ る。 しか し、 この 中 で 学 生

の 人数 と指 導 者 数 に つい て の 項 目で は や や 低 い、,指導 者 が 少 な い とい うの は 、 我 々も課 題 と 考え て いた 点 で

あ り、 今回 の 評 価 に も現 れ て お り、'iλ成18年 度 か ら指 導 者教 員 を1名 増 や して 実 習 す る こ とに した 。

実 習 内容 に 関 す る7項 目の'r均 は3.9で あ り今 回の 結 果 の 中 で は 、 や や低 く、 今後 も実 習 内 容 の 充 実 に 努

め た い。

実 習 環境 の3rHUは す べ て3.9で あ った 、、実 習 施 設 との 関 係 は強 ま っ て お り、 関 係 も徐 ノ・に 整 って きて い

るの で 、 さ らに努 力 した い り

全 体評 価 は 、4.1で 比較 的 良 い実 習 がで きた と判 断1て も妥'1/と 思 う。
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科 目 名:地 域保健看護学実習1(看 護学科第3学 年後期/必 修)

履修者数:60配 布数:57回 収数:55回 収率:96.5%

*評 価結果(平 均)

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13

4.6 4.6 4.4 4.9 4.1 4.2 4.2 4.1 4.3 3.4 4.1 3.7 4.2

問14問15問16問17問18

4.214.414.214.3

*評 価 に対 するコメン ト

地域保健看護学実習1コ ーディネーター 北 村 久 美 子

3学 年後期に位置つ く実習は、地域で生活する個人 ・家庭 ・集団、地域全体を看護の対象 として捉え、様
々な看護体験をとおして地域保健 ・看護のあ り方を考え実践できる基礎的能力を養 うことを 目的にしてい
る。本実習は、10月11月 にわたり市町村役場、訪問看護ステーションでそれぞれ1週 間ずつ行った。
市町村役場の実習は、従来からお世話になっている町役場(愛 別町、上川町、当麻町、東神楽町、上富良

野町)と 今年度初めての富良野市で行った。また、訪問介護ステーシ ョン(6カ 所)の 実習は、従来からの
施設以外に今年度から森山メモリアルおよびめ ぐみ訪問介護ステーシ ョンにお世話になった。実習前には実
習市町の地区視診(地 区診断)、地域保健石護技術演習を実施し演習では、学生個々に実技試験を行い結果
を学生にフィー ドバ ックするなど工夫を試みた。また、初めての実習施設には実習開始前の指導者会議、教
員が現地に出向いての打ち合わせを行 うなど実習の準備を行った。

今回の学生評価は、昨年度に比べると全ての項目において上昇していた。総合評価は昨年度は4.0、 今年
度は4.3で あった。 このことは学生 自身が講義 ・演習などの学びを初めて体験する看護場面で生かせるよう
積極的に努力して実習に取 り組んだ成果 と思われる。教員と指導者の連携がとれており、特にご多忙の中を
指導者によるきめ細やかなご指導のお陰 と感謝 している。結果を指導者 と共有し、今後もより有意義な実習
となるよう創意工夫し改善に努めたい。

■■臓磁 騰■■■■■騰 獺■■■■■灘 翻■■■凹■繊 繍■塵■■臓踊 殿■■■■■雛 糊■■■■■薦 編鷹■■

科 目 名:精 神保健看護学実習(看 護学科第4学 年後期/必 修)

履修者数:57配 布数:49回 収数:47回 収率:95.9%

*評 価結果(平 均)

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13

3.8 4.4 3.7 3.9 3.5 3.1 3.6 3.5 3.2 2.9 3.3 3.5 3.1

問14問15問16問17問18

3.513.613.413.4

*評 価に対 するコメン ト

精神保健看護学実習コーディネーター 新 開 淑 子

精神看護における援助技術は、患者 と看護師の対人関係形成を基盤 としている。なぜなら患者は看護師と
の関係が深まるにつれ、自分の内面をより 層 表出 し、看護師と共に問題解決への道を歩もうとするからで

ある。従って、看護師が患者 との間に対人関係を発展させる能力を持ち合わせていないと、患者理解が表面

的となり、共に問題解決への道を歩むことができない。本実習では、学生は患者 との対人関係形成の難 しさ

に直面し、悩み、試行錯誤しながらでも患者に受け入れられる体験をすることが重要となる。この過程をう

まく乗り越えられるよう指導 していくのが指導教官および臨床実習指導者の一・つの役割である。しかし学内

事情より、今年度から各実習グループに1名 の指導教官を配置することができなかった。実習へ支障がない

よう実習運営を検討 し、必要に応 じて指導教官への指導も行っていたが、指導教官が常時いないことへの不

満や指導内容への不満が一部の学生から聞かれた。今後も指導教官の配置を増やすことはできないため、指

導教官と臨床実習指導者の協働 ・連携の方法 と内容を検討し、充実 した指導体制が整えられるよう改善して
いきたい。
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科 目 名:小 児看護学 実習 π(看 護学科第4学 年 前期 必修)

履修者数:57配 布数:49回 収数:46同 収率:93.(3%

*評 価結果(平 均)

問1 問2 固3
3.7

一

問4

4.1

問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11

e).1

問12

4.0

間13

3.93.9 4.4 3.7 3.5 3.4 <3.9 4.o 3.4

問18問14

3.fi

問15--

3.8

問16 問17

4.0 3.9

*評 価 に対す るコメン ト

小 児石 護学 実 習II:]一'デ デネ・一タ・ 岡 田 洋 子

高 い評 価 項 目は1と 同 様 学 生 自身 に つ い て で 、 実 習 に積 極 的 かつ 真 面 目に 参 加 した(4.4)で あ ったC1健

康 な小 児 に関 す る学 習 と保 育 園実 習、 健 康 問 題 を 有す る小 児お よび家 族 に関 す る学 習 、 さ らにペ ー一パ・一ペ イ

シ ェン トに よ る事 例 展 開 、 ケ ア技 術の 演 習 後 病 院 実 習 が 組 まれ て い る。 この 学 習 の 時 期 ・順序 性 が、 実 習 へ

の 動 機 づ け ・積 極 的 参 加 に つ な が っ て い る と 考え る。

最 も低 い評 価 項 日は 「.と 同様 に実 稠 内容 に つ い て で 、 実 習 の 内 容 は 関 連 す る講 義 科 目 と対 応 が とれ て い

た か(3.4)、 看護 技 術 を 実践 す る機 会 が 多 く5・え られ た か(3.4)で あ った 。 昨 年 、 育休 代 替 教 貝 と実 習 指

導 者の 連 携 が(3.D低 い 評 価 であ っ た。 今年 は 菅野 助 ∫が 育 休 か ら復 職(3,5)、 改 善 が み られ た 。 助 手 の

指 導 ノ∫法 に 好 感 を抱 き、学 生 は評 価 して い る。

自 由記 載 欄 に 、病 棟 編 成 の ため8[間 あ った 実 習 が5口 間 に短 縮 に な っ た点 とあ らた に 設定 した 外 来実 習

に つい て 、 問題 提 起 が あ っ た。 尤 もな提 起 と受 け 止 め るが 、 も う数 年現 行 を継 続 した 後 評 価 を だ1、 検 討L

た い と考 え る、

■口 騨 灘臓 凹田 灘 騰■■,騰 軸膿 口鷹 睡 曲騰 ■ 騰" 騰 ■ 畷 ・ 翻 臓総 蹴｠

科 目 名:母 性 看護学実習(看 護学科第4学 年 前期/必 修)

履修者数:57配 布 数:49回 収数:47同 収率:95。9%

*評 価結果(・ ド均)

問1

一

問2 間3

4.2

問4

3.7

問5問fi

3,513.7

問7

4.?

問82問91 問10 問ll 問12

3.5

問13

3.44.2 X1.3 3.6[:3.9 4.0 :3.:3

問14

13.8

問15

4.0

問16

<3.Ei

問17 問18

<3.6

*評 価 に対 する コメン ト

母性看護学実習コーデrネ ーa一 野 村 紀 子

母性 石護学実習は、産科病棟で実践 され、実習の対象名であるお母さんや新生児への石護の実践は、毎[

変 化 す る。 ま た 、健 康 で あ る 対 象 者へ の 石護 実 践 は 、 他 の実 習 とは 大 き く異な り、 セ ル フ ケ ア を 中心 に実 践

され る。 患 者 を対 象 とす る実 習 とは 、 その 考え 方は 左 き く異 な る こ とか ら、 い つ も と ま ど う学 生 が 勘い、,

そ の 点 を理 解 して実 習 を展 開 して い るつ も りだ が 、 目 々の 展開 の 早 さ か ら、 学 生 に よ って は 、 カ ン7ア レ

ン スの持 ち 方、実 習 を通 して 意 欲 の 減 退 を感 じ るの か も知 れ な い。
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科 日 名:成 人看護学実習 π(看 護学科第4学 年前期 必 修)

履修者 数:57配 イi数:491ul収 数:47回 収率:95.9%

*評 価結果(・F均)

4

問1

4.1

問21問3
「

4・h⊥;3.q

問41問5
:

4.OI3.R

問M 問15 問16 問17 問18

`3.8 3.9 :3.6 3.7

問6

3.4

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

成妬 護学実習H:・ 一デfネ ー7一 阿 部 修 子

1成 人石護 学lllは 、† に慢{'i疾 患患 名 を対 象 に 、 内 科 系の2病 煉 で 実 習 奇行 って お り、 比較 的 セ ノL『が7

ア レベ ル の 高 い患 者様 を受 け持 た せて い た だ い て い る。 「成 人看 護 学 実 習 且」`ノ)学生u価 は 、 直 接 的 な 看護

援 助t'frう 機 会 の 塾い 「成 人看護学 実 習1」1[二 比 較 して 全体 的 に低 いU直 接 的 な 石護援 助 を実 施 す る機 会 が

少 な い3週 川 継続1て の 看護 過 程 の 展 開 に'r"Lは 、 困 惑 した り困 難 さ を感 じて い る と思 わ れ る。 しか し、 こ

の実 習 を通Lて 「τi護過 程 の 継 続Lた 展 開 か理 解 で きる ように な った1と 考え る学 牛 もお り、 今 後学 牛の 実

習 に 対4一る達 成感 が 向Lす る 」、うに きめ 細 や か な指 導 が て 、Fるよ うに 「成 人 看護 学 実 習1」 の 展 聞 右考 えて

い ぎた い、、

燃 繍 辮 繍

科 目 名:成 人看護学実習 ⊥(看 護学科第1学 イ1'前期 必 修)

履修 者数:57配 布数:191"1収 数:1i回 収率:95.9%

*評 価結果eF均)

問11問2

4.24.4

問3

4.〔〕

「

問4

1.0

一一

問5

:3.R

問18

1i

一一 一

問6

3.8

問14

:; .9

問15

'3.9

問16問17
1

4,04.1

f、.,

■1"J… 問91 問lo 問ll 問12 問13

㌦84.0
1

生1 .3.7 3.7 4.0

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

成 ノ惰 護 学 実 習1コ ー・デ 孫 一 クー 阿 部 修 子

成 人 石護学1は 、1=に 周r術 期 を 対象 に 外 科 系病 棟2病 棟 で 行 って い る、,木年 度 よ り一F術%L学 実 習 と"1二

内 での 石護技 術演 習 を実 習 にhll,た 。 これ に 上 り学 生 は 、r術 を受 け る患 者 様 に 対 す る で ズー シを持 っ て実

習 を1」な う こ とが で きる よう にな った と思 わ れ る。 昨{r度 の 評 価 で課 題 だ 一た 、講 義 ・演 習 との 関 連i'1に つ

い て も、 計 価 は ・r.:dSc;,Lてお り、 学 内 で の看 護 技 術演 習 お1;び 教 員 に よ る技 術 評 価 を 加 え た こ とて、 学 ノ1に既

習学 習 内 容 を実 習 で と う括 用 ずるの かY;え る機 会 とな っ た と思 わ れ る。 また 今年 度 」、り、 各病 棟 に教 員 を配

置Lた こ とに より、病 棟 と実 習 指 導 者 との連 携 に関/て も評 価 が 一Lがり、 成 人看 護 学 実 習1の 総 合評 価 の 改

善 に'一,なが った と 考え.られ る。
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一
医学 科 ・看護学科の 入学式が4月7日(金)10時

か ら本学 体育館 において挙f」され まLた 。

式では、医学科90名 、看護学科60名 、看護学科 第

3学 年編 入生10名 、 合わ せて1EiO名 の新 入生 を代表

して医学 科 青 木達 也 くん が宜誓 を行い、医学 牛 ・

看護学 生 としての 白覚 を新 たに、 人学生活の第 一歩

を踏み出 しま1た 。

、 「

L
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貯
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瑚

蘭
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騰

・
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々
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、
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穿
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、

〆

▲宣誓を行 う青木君一
'1えljこ17f「度't1二f立百Ll』受 ケ 」弐こカ～

、3/J24口(金)IUNj

30分 か ら 本 学 体 育 館 に お い て 挙 ね さ れ ま し た 。

本 学 室 内 合 奏 団 が 奏 で る 調 べ の な か 入 場L、 医 学

科99名 、 看 護 学 科66名 、 合 わ せ て165名 の 卒 業 生 の

各f旨 ノ、ξ名/＼ 、'』捨」又、う・ビ、'』治r、レ.目己力・乎芝 与・さ 才/rlミし 沈二。

り1さ 続 ざ 、1'.';f課 拳1【Il2名、 論 迄 博i:1名 、 修i:課

懸

譜.や

　,漣 避
づ ヤ

虚 醜 湘
i

『簾
__

｠

し

▲学位記授与式

程12名 の 各代表 昌に も学付記 が授 ケされ まLたU

ついで、学長か ら卒業 にあ た り、式辞が述へ られ

ました、,

式の終J後 は、学 生食堂 を会場 として祝賀会が開

催 され、 本学の学4とLて 〔ノ)最後 を噛み.糸帝・めている

ようで した。

.轡 瓢
.,:

て:綴瓦
▲祝 賀 会

平成171度 成績優秀者の表彰式が3月24日(金)

10時:30分 か ら挙行 され まLた 学位記授r」式の中で行

才つ才!ましオニo

医学 科2名 、看護学科2名 、 合わ ぜて4名 の成績

優 秀 占が選 出 され、学長 よ り ・人ひ とりに記念品 が

』受与 され まLた 、、

なお'11日は、課 外活動 で顕 著な成 果をLげ た 昌へ

(ノ)学:生表彰 も行われ、卒業牛1名 が夫 彰 されま した。

表 彰 式レ

lfi
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平旋細年塵 医孝科・■護単科新ハ1住合同研修会実施される

今年 も新 人生の 合同研 修会が、4H17[(月)、

18口(火)の2日 間にわた り本学 で行われ ました、

1日 日は、9時 か ら看護学科棟 人講義室にて 各

グループこ とに着席 し、塩野副学長の挨拶に始 ま

り、医学科学年押 当の牛物学上 口教授のオ1Jコ ン

テー ションを受けた後、医学科 そ して 石護学科 は

場所 を移動 し、、 ともに今後の学習展望及び医療 従

事 者としての心構 えの説 明を受け ました。

午後 からは、旭 川消費 者協会副会長の宮 島睦 子

氏に よる 「悪 質商法 の実態 と防止策」、 木学医学

部微生物学 講座の若宮伸隆教授に よる1エ イズの

現状 とその課題 について」、同 じく本学 医学部内

科学鈴木康秋助手 による1お 酒 とのll.しいつ きあ

い 方1、 及び 本学医学 部内科学 長 谷部直 幸助 教授

による 「健 康を 考える医学 生 らしい生活習慣のす

すめ」の講 演を聴 き1口 日が終J'し ました、,

2日 目の午 前は、 各グループに分 かれ 、「1・体

的な学習への取 り組み 方について」、1ど の様な医

療従 事 者を 目指Lた いか」 とい う課題 についての

討論 とグループの代表 に よる発表 会が行われ まし

た。 最初は ぎこi,な かった討論 も時間が経過 する

毎に 真剣 さを増 して白熱 した意 見を戦わせるほ ど

にな りました。 また、発表にあた 一っては流暢 な ス

ピーチをこな し会場 を沸 かせ る 者や、 イラ ス トな

どに隠れた才能 を発揮す る 者が いるな ど驚 か され

る場 面が 多々あ りました。

午後 からは、 各グルー プに分かれ救急蘇 ノ1実習

及びr話 の講習を受け、 ぎこ らない動 きの 中に も

医療現場にたず さわる 者としての_Rio気 を1'分 に

味 わ・・た ようで した。

〆,脚
一.輻 、椰 灘 、

合同研修会 講演

救急蘇生実習(1)
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手話の講習(1)

手話の講習(2)

・17



一_-」 ■■■

1職ii!i!…/!i:i…i……:ll!i;!騨灘騨 響 騨1灘鱗 灘灘 甥

　懸灘1鞭 織
:1麟1騨灘1
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転 出18.4。1

健康科学講座 助教授 西條泰明

皮膚科学講座 助教授 山本明美

薬理 学講座 講 師 結城幸一

泌 尿 器 科 講 師 奥山光彦

麻酔科蘇生科 講 師 鈴木昭広

入学センター 助教授 大谷 奨
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〃

〃

〃

薬 理学講座 助教授

外科学第一講座 助教授
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歴史 ・哲学 教授

藤 尾

セイ転換は 「大変だ ア」

均

私事 にわた り恐縮 であ るが、3月31日 、51歳 に し

て婚姻届 を提出 した。 超晩婚であるが、人生80年 時

代 といわれ る今 口、それ も悪 くはなかろ う。諸般の

事情 で私 が妻の戸籍 に入 ることに した。 つま り私 が

セ イ転換 をした。性転換な らぬ姓転換 である。

とは いえ、旧姓(近 藤)と 現姓(藤 尾)と で 「藤」

の一字が共通 してい るためか、まだ姓 が改 まった と

いう実感 はあ ま りない。10姓 の ころは後 ろに 「藤」

が付 く姓の方 々に親近 感を覚えていたが、前に 「藤」

が付 く姓の こ とはあま り気に した ことがなかった。

今 回の こ とがあ って、あ らためて電 話帳や 本学職員

録 を見直 してみて驚いた。 た くさん載 っている。 日

本 は意外 に 「藤」だ らけの国なのだ とつ くづ く思 っ

た。

それは ともあれ、改姓 した ことに より、思 いもか

けぬ煩 わ しい事態 とな った。 まず印鑑 を作 って市役

所 に登録 した。身分証 明書や保 険証は職場 です ぐに

作 り変 えて もらったが、ほか に、銀 行預金ll座 、 不

動産の権利書、生命保険の証書、病院 の診察券、電

気 ・ガ ス ・水道 ・NHK・NTTと い ったいわゆ る

公共料金な ど、名義変 更が 目白押 しであった。 しか

も、それぞれ手続 きの仕方や書式が異な り、 じつに

煩わ しか った。 ほかに、郵便局や新 聞販売店な どへ

も届出 をし、遅 ればせな がら友人 ・知 人への挨拶状

も発送 した。 もっ とも私の場合、運転 免許 ・医師免

許 とい った類の ものは一切ないか ら、 これで もまだ

楽なほ うなのであろ う。婚姻に伴 って改姓す るのは

若い女性が圧倒的 に多いが、その御苦 労がよ くわか

った。とはいえ、身近 な既婚女性の体験談 による と、

そ うして煩 わ しいなが らも改姓手続 きを重ねてい く

巾で、結婚 した とい う実感 も徐 々に湧 き、歓び も湧

いて きたそ うだ。私の場 合は、年 のせいか、 あるい

は男だか らか、 そんな歓びは 見出せなかった。ただ

ただ疲れた。

遠藤周作 の往年 のユーモア小説 に 「大変 だ ア」 と

いうのがある。放射線 を浴びた鶏をヤ ミ鍋会 で食べ

た男が、ある朝、 自分が女性にな っているこ とに気

づいて、文字通 り 「人変だ ア」 と大騒 ぎになる。 こ

れは現実にはあ り得 ない話であ るが、近年、性 同一

性障害の方 々に対 しては、ホルモン療法 や手術 によ

る性転換が医療の選択肢の ・つ として確立 されて き

た。本人の 自己決定 に基づ くとはいえ、転換の前後

には人知 れずいろいろ御苦労 もおあ りであろ う。そ

れを思 えぱ、件転換 な らぬ姓転換の苦労 な ど、高が

知れてい るとい うべ きか。
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